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加藤檄祁句稿

三宅政吉
グラフィック・デザイナー

俳
人
・
加
藤
檄
祁
の
自
箪
原
稿
で
あ
る
。
知
人
か
ら
の
預
か
り
も

の
で
、
昨
年
の
秋
に
、
俳
句
の
友
達
の
多
い
オ
マ
エ
な
ら
売
る
算
段

も
あ
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
受
け
取
っ
た
。

「
蝉
と
貨
車
」
と
題
さ
れ
た
旬
稿
に
は
六
句
の
俳
旬
が
魯
か
れ
て
お

り
、
そ
の
う
ち
ひ
と
つ
は
波
線
で
消
し
て
あ
る
。
右
上
に
「
労
働
文

化
原
稿
」
と
書
き
込
み
が
あ
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
雑
誌
『
労
働
文

化
』
（
労
働
文
化
社
）
に
寄
稿
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
雑
誌
に
つ

い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
句
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

か
び

焼
け
ざ
り
し
夏
帽
の
徴
な
っ
か
し
き
（
徹
は
玲
冠
と
な
っ
て
い
る
）

ひ
と
も

蚊
帳
を
釣
る
肩
ば
か
り
見
え
灯
り
ぬ

桐
の
花
こ
の
後
こ
こ
に
何
を
懇
ふ

皮
を
脱
ぐ
筍
胄
し
悔
ー
い
ん
と
す

踏
み
は
づ
す
蚊
帳
を
ま
た
釣
り
月
の
中

蝉
な
け
る
貨
車
や
そ
の
ま
ま
動
き
出
す

こ
れ
が
い
つ
頃
沓
か
れ
た
も
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
ヒ
ン
ト
は
最

後
に
魯
か
れ
て
い
る
住
所
に
あ
る
。

「
東
京
都
品
川
区
東
品
川
四
都
立
第
八
高
女
内
」
は
、
撒
祁
の
年
譜

（
『
現
代
俳
旬
の
世
界8
加
藤
枇
祁
集
．
一
〈
朝
日
文
胞
〉
以
下
『
加
藤

檄
祁
集
ー
）
に
よ
る
と
、
枇

祁
が
こ
の
住
所
に
転
居
し

た
の
は
一
九
四
五
（
昭
和

二
0
)
年
十
二
月
の
こ
と

で
あ
る
。
二
年
―
二
か
月
後

の
四
八
年
三
月
に
は
東
京

都
大
田
区
北
千
束
の
新
居

に
移
転
し
て
い
る
。
す
る
と
、

こ
の
二
年
―
―
―
か
月
の
間
に

訃
か
れ
た
も
の
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

,," 
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サイズはA4判。右上に結社名「寒雷」の文字

こ
の
時
期
枇
祁
に
は
二
冊
の
句
集
が
あ
る
。
四
八
年
の
一
火
の
記

悦
』
と
『
野
哭
ー
で
あ
る
。
『
火
の
記
憶
』
は
四
三
年
か
ら
四
五
年

ま
で
の
旬
を
収
め
て
い
る
か
ら
、
戦
中
に
詠
ま
れ
た
句
集
で
あ
る
。

『
野
哭
』
は
四
五
年
か
ら
四
七
年
ま
で
の
旬
稿
で
、
終
戦
直
後
か
ら

二
年
間
に
詠
ま
れ
た
旬
を
収
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
一
二
章
か
ら
な

る
『
野
哭
ー
に
は
八
三
六
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
私
の
手
元
に

あ
る
『
加
藤
椒
祁
媒
．
ー
で
は
、
そ
の
中
か
ら
五
二
九
句
の
収
録
で
あ

る
。
こ
れ
を
探
し
て
み
る
と
一
章
の
「
流
離
抄
」
に
四
句
み
つ
か
っ

た
。
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
の
推
敲
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
が
少
し
旬

の
姿
が
変
わ
っ
た
も
の
が
あ
る
（
傍
点
部
分
）
。

••••••• 

焼
け
ざ
り
し
夏
帽
の
徽
を
あ
は
れ
み
き

.. 

蚊
帳
を
吊
る
肩
ば
か
り
見
え
灯
と
も
り
ぬ

•••• 

•• 
踏
み
蕗
す
蚊
帳
を
ま
た
吊
り
笑
ふ
な
り

蝉
鳴
け
る
貨
車
や
そ
の
ま
ま
動
き
出
す

と
い
う
具
合
で
あ
る
。
「
桐
の
花
」
の
句
は
見
当
た
ら
な
い
。
編

集
の
際
に
外
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
消
さ
れ
て
い
る
「
皮
を
脱

•••• 

ぐ
」
の
句
は
「
皮
を
脱
ぐ
筍
青
し
腹
へ
り
ぬ
」
と
し
て
二
章
の
「
北

悔
紀
行
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

加
藤
鍬
祁
は
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
を
通
じ
て
、
中
村
草
田
男
、
石

田
波
郷
ら
と
と
も
に
人
間
探
求
派
と
呼
ば
れ
た
俳
人
で
あ
り
、
「
寒

雷
」
で
は
森
澄
雄
や
金
子
兜
太
と
い
う
対
照
的
な
二
人
を
初
め
と
し

て
多
様
な
俳
人
が
育
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
軍
部
の
要
人
（
た
と

え
ば
陸
軍
中
佐
で
大
本
営
陸
軍
部
報
道
部
員
と
し
て
「
大
本
営
発
表
」

に
関
わ
っ
て
い
た
秋
山
牧
車
と
そ
の
兄
本
田
功
中
佐
な
ど
）
が
い
た

こ
と
も
あ
り
、
中
村
草
田
男
は
「
芸
と
文
学
獣
祁
氏
へ
の
手
紙
」

と
い
う
表
題
で
「
俳
句
研
究
」
（
四
六
年
七
・
八
号
）
で
枇
祁
お
よ

び
「
寒
雷
」
が
軍
部
か
ら
何
か
と
便
宜
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
、

そ
の
戦
争
責
任
を
指
弾
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
檄
祁
の
反
論
も
あ
る

が
、
こ
こ
で
触
れ
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

, 



刃芍畏虹饂40@叫ィ

ン ド・釈尊

サラスヴァティ、琵琶を弾く弁財
天。日本では芸事の神様とされる

マハーカーラ、怖い顔をしている
大黒天。日本では七福神のひとり

7

日
本
に
渡
来
し
た

行
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の

゜

z
 

u
 

純
い
神
様

こ
ゞ
ヽ

t

カ イ
ン
ド
の
人
々
の

7
0パ
ー
セ
ン
ト
が
信
ず
る
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
だ
が
、
い
つ
ご
ろ
生
ま
れ
た
の
か
わ
か
ら

ず
、
開
祖
、
経
典
、
宗
派
が
な
く
、
こ
の
点
で
は
神

道
に
少
し
似
て
い
る
。
仏
教
、
ジ
ャ
イ
ナ
教
、
イ
ス

ラ
ム
教
に
は
開
祖
も
い
る
し
経
典
も
あ
る
が
、
イ
ス

ラ
ム
教
に
は
僧
侶
は
お
ら
ず
、
経
典
解
釈
を
す
る
イ

マ
ー
ム
（
指
導
者
）
が
い
る
。
前
回
、
ガ
ヤ
の
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
寺
院
の
中
に
他
教
の
寺
院
も
あ
る
と
述
べ

ま
さ
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
な
ら
で
は
だ
。

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
々
は
無
数
に
存
在
す
る
。
よ

く
知
ら
れ
る
の
は
シ
バ
神
、
ビ
シ
ュ
ヌ
神
、
そ
し
て

ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
だ
が
、
こ
れ
ら
の
神
に
は
そ
れ
ぞ
れ

に
1

、

0
0
0

種
類
を
超
え
る
名
前
が
あ
り
、
そ
し

て
、
そ
れ
ら
の
名
前
を
事
細
か
に
記
す
辞
書
ま
で
あ

る
。
た
だ
し
、
「
す
べ
て
の
神
々
は
実
は
一
っ
で
あ
る
」

と
説
か
れ
て
い
る
の
が
面
白
い
。

こ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
々
で
、
日
本
に
伝
え
ら

れ
た
の
は
、
密
教
（
真
言
宗
、
天
台
宗
）
で
仏
様
の

守
護
神
と
さ
れ
る
神
々
が
中
心
で
あ
る
。



インド渡航歴40@超＼
重

れ品で行 l\o.7

イ
ン
ド
で
は
同
じ
神
な
が
ら
、
な
ん
と
そ
の
呼
び
名
が
1
0

0
0

を
超
え
る
。

左
の
写
真
は
イ
ン
ド
で
買
い
求
め
た
神
の
呼
び
名
を
記
し
た

本
で
、
左
か
ら
シ
バ
神
、
ピ
シ
ュ
ヌ
神
、
ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
。

前
号
で
も
紹
介
し
た
破
壊
の
神
・
シ
バ
と
、
物
事
を
維
持
す

る
神
・
ピ
シ
ュ
ヌ
は
ど
ち
ら
も
最
高
神
。

象
の
顔
を
し
て
い
る
ガ
ネ
ー
シ
ャ
は
富
の
神
様
で
、
聖
天
と

呼
ば
れ
、
イ
ン
ド
で
最
も
好
か
れ
て
い
る
神
だ

I. Vishwam: 71,,,11/ 

仝知呻マ：
Lmd V;shnu ;, the Un;vc'5c、 the sup,cmc Brnhman 

2. Vishnu: Tl99/lll.prru“di99g 

＂戸呵
Lo,d v;shnu pc,vades the whole u,,;vmc、 externally and 
mtcmaIIv. 

ピシュヌ神の本には、びったり 1000の名前が
記してある。写頁は1 ページ目

which is Absolute Bliss 

1007. Shrivardhana: Th, Nou,;,1,,, 0/Th, \伝’“
全胡m呵：

Lord Shiva, the Author of the Vedos. bestows spiritual wealth on 

His devotees 

1008. Jagat: Th, Emfr, Cosmos 

S ママ•

この本にはシバ神の呼び名が、なんと 1008種類
も記されている

梵
天
（
ブ
ラ
フ
マ
ー
神
、
創
造
の
神
）
は
多
く
の

顔
を
持
つ
神
と
し
て
描
か
れ
る
。
日
蓮
宗
の
池
上
本

え
し
き

門
寺
の
お
会
式
を
飾
る
多
く
の
切
れ
目
の
あ
る
梵
天

様
を
か
か
げ
る
祭
り
は
こ
の
神
を
表
し
て
い
る
。

帝
釈
天
（
イ
ン
ド
ラ
神
、
雷
神
）
は
、
東
京
柴
又

の
帝
釈
天
、
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
舞
台
と
な

る
経
題
寺
の
仏
で
、
ぷ
寅
さ
ん
ェ
と
と
も
に
名
前
が
知

れ
わ
た
っ
て
い
る
。

水
天
（
ヴ
ァ
ル
ナ
神
）
は
日
本
で
は
安
産
の
神
（
水

天
宮
）
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
胎
児
が
母
の
体

内
で
羊
水
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。

弁
天
（
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
、
弁
財
天
、
琵
琶
を
持

つ
）
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
砂
漠
の
地
下
に
流
れ
る
伏

流
水
で
、
イ
ン
ド
洋
に
流
れ
込
ん
で
い
る
サ
ラ
ス
ヴ
ァ

テ
ィ
川
の
化
身
と
さ
れ
る
。
日
本
の
弁
天
様
は
神
奈

川
県
江
の
島
が
有
名
で
あ
る
。

ガ
ネ
ー
シ
ャ
神
は
智
慧
の
神
で
、
イ
ン
ド
で
学
問

や
芸
能
で
身
を
立
て
る
こ
と
を
志
す
と
、
日
本
と
同

様
に
6

歳
頃
に
こ
の
神
に
成
功
を
祈
る
。
ま
た
、
子

供
が
学
ぶ
教
科
書
や
本
は
、
必
ず
「
ナ
ー
ム

ガ
ネ
ー

2
 



インドラ、帝釈天のこと。日本で
もよく知られた神のひとりで雷
神である

ラクシュミー、吉祥天で美、富、
豊穣、幸運を司る神で人気のあ
る神のひとり

ガネーシャ、象の姿をした二神
の聖天が抱き合っているのが日
本では一般的

シ
ャ
ヤ
ー
ア
ー
ム
」
の
言
葉
で
始
ま
っ
て
い
る
。
「
智

恵
の
神
に
導
か
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ

だ
。
そ
の
姿
は
象
だ
が
、
日
本
で
は
二
神
が
抱
き
合

う
形
で
表
さ
れ
る
。
こ
の
聖
天
（
歓
喜
天
）
は
東
京

浅
草
の
待
乳
山
聖
天
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
水

商
売
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
。

ヤ
マ
天
は
、
閻
魔
大
王
（
も
と
は
天
に
住
む
双
子

で
、
人
類
で
最
初
に
死
ん
だ
人
。
そ
の
た
め
地
下
に

住
む
と
さ
れ
る
）
と
し
て
人
間
の
死
後
、
生
前
の
行

い
で
極
楽
浄
土
に
生
ま
れ
る
か
、
地
獄
に
落
ち
る
か

を
決
め
る
神
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
る
。

鬼
子
母
神
（
ハ
リ
ー
テ
ィ
）
は
子
供
の
守
り
神
で

あ
る
が
、
そ
の
夫
の
般
闇
迦
（
パ
ー
ン
チ
カ
）
は
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
日
本
で
は
「
恐
れ
入
谷
の

鬼
子
母
神
」
と
故
事
諺
に
も
な
っ
て
い
る
。

奏
楽
神
で
あ
る
ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
神
は
烏
ト
ン
ビ
に

似
た
姿
で
、
神
奈
川
県
箱
根
の
大
雄
山
最
乗
寺
の
道

了
尊
（
天
狗
）
が
有
名
で
あ
る
。

毘
沙
門
天
（
ク
ベ
ー
ラ
神
）
は
船
乗
り
に
信
仰
さ

れ
る
地
方
も
あ
る
。
東
京
神
楽
坂
の
毘
沙
門
天
が
有

3
 



チトラグプタ、閻魔専属の書記
係。手に持つ紙に罪を記録して
いる

クベーラ、毘沙門天で富と財宝
の神。日本では四天王の一人と
なっている

ガルーダ、神の鳥。仏を背負っ
て三世（現在、過去、未来）、宇
宙、世界を飛ぷ

名
で
あ
る
。

チ
ャ
ン
デ
ィ
神
は
天
然
痘
を
人
々
の
代
わ
り
に
発

症
し
人
々
の
苦
し
み
を
無
く
す
神
と
し
て
、
体
中
、

天
然
痘
の
発
生
を
示
す
痘
痕
と
し
て
ア
バ
タ
だ
ら
け

の
姿
で
表
さ
れ
て
い
る
。
遠
藤
周
作
の
イ
ン
ド
の

ヴ
ェ
ナ
レ
ス
を
舞
台
に
し
た
小
説
、
『
深
い
河
』
の

題
材
に
も
な
っ
て
い
る
。

不
動
明
王
（
ア
チ
ャ
ラ
ナ
ー
ト
）
は
動
か
な
い
者

の
意
味
で
、
二
人
の
従
者
を
従
え
て
い
る
。

吉
祥
天
（
ラ
ク
シ
ュ
ミ
ー
）
も
日
本
で
は
有
名
で

あ
る
。こ

う
し
て
み
る
と
、
日
本
各
地
に
い
か
に
多
く
の

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
々
が
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
。

佐
藤
良
純
大
正
大
学
名
誉
教
授

さ
と
う
・
リ
ょ
う
じ
ゅ
ん
昭
和

7

年
東
京
生
ま
れ
。
大
正
大
学
、

同
大
学
院
、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
和

3
4年
よ
リ
大

正
大
学
で
教
鞭
を
と
リ
、
教
授
、
学
科
長
を
経
て
、
平
成

1
4年
退

職
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
イ
ン
ド
ヘ
の
初
渡
航
は
昭
和

3
8年
以
来
イ
ン
ド
ヘ
訪
れ
る
こ
と
、

4
0有
余
回
。
著
書
に

7
ッ

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
」
、
「
釈
尊
の
生
涯
ー
な
ど
多
数
。

4
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壷中に月を求めて

僧
侶
を
逸
脱
・
越
境
し
た
多
義
的
存
在

（
現
・

い
よ
い
よ
最
終
回
で
あ
る
。
前
回
に
お
約
束
し
た

と
お
り
、
渡
辺
悔
旭
師
の
「
偉
業
に
し
て
遺
業
」
を

記
し
て
手
向
け
と
し
、
あ
わ
せ
て
読
者
諸
賢
の
百
回

を
こ
え
る
ご
愛
読
に
報
い
た
い
。

そ
も
そ
も
渡
辺
海
旭
と
は
い
っ
た
い
い
か
な
る
人

物
で
あ
っ
た
の
か
？

総
括
的
に
い
え
ば
、
傑
出
し
た
宗
教
家
に
し
て
教

育
家
、
社
会
事
業
家
、
さ
ら
に
は
詩
文
家
に
し
て
コ

ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
、
秀
で
た
僧
侶
で
あ
り
な
が
ら
僧

侶
を
は
る
か
逸
脱
・
越
境
し
た
多
義
的
な
存
在
で

あ
っ
た
。

宗
教
家
と
し
て
は
、
第
一
期
浄
土
宗
悔
外
留
学
生

に
選
ば
れ
て
ド
イ
ツ
で
十
一
年
間
に
わ
た
り
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
語
、
チ
ベ
ッ
ト
語
、
パ
ー
リ
語
を
学
ん
で

比
較
宗
教
学
を
修
め
、
婦
国
後
は
明
治
の
近
代
化
の

な
か
で
伝
統
仏
教
の
再
生
・
再
興
に
大
い
な
る
貢
献

を
果
た
し
た
。

教
育
家
と
し
て
は
、
母
校
で
あ
る
芝
中
学

芝
中
高
）
の
校
長
を
二
十
二
年
間
つ
と
め
る
傍
ら
、

東
海
中
学
、
宗
教
大
（
現
・
大
正
大
）
、
東
洋
大
、

国
士
館
大
の
設
立
・
運
営
に
か
か
わ
り
、
近
代
化
が

急
が
れ
た
日
本
の
た
め
に
、
有
意
な
人
材
を
数
多
く

育
て
あ
げ
た
。

ま
た
、
近
代
化
の
矛
盾
の
ひ
と
つ
で
あ
る
困
窮
者

の
救
済
と
自
立
の
た
め
の
活
動
に
宗
派
を
超
え
て
取

り
組
み
、
「
社
会
事
業
」
の
源
流
を
つ
く
り
そ
れ
を

日
本
に
定
着
さ
せ
た
。

さ
ら
に
文
籠
家
と
し
て
、
数
多
く
の
漢
詩
や
俳
句
・

短
歌
を
も
の
す
る
い
っ
ぽ
う
で
、
先
の
「
社
会
事
業
」

の
ほ
か
「
カ
ル
ピ
ス
」
の
名
付
け
親
と
も
な
る
な
ど

文
オ
に
も
た
け
て
い
た
。

と
に
か
く
―
つ
の
器
に
は
お
さ
ま
り
き
ら
な
い
桁

外
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
海
旭
の
多
岐
多
様

な
人
脈
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

新
宿
中
村
屋
の
創
業
者
に
し
て
文
化
サ
ロ
ン
の
主

宰
者
、
相
馬
黒
光
。
行
動
派
右
炭
の
巨
頭
で
大
ア
ジ

ア
主
義
者
の
頭
山
満
。
イ
ン
ド
独
立
運
動
の
闘
士
の

ラ
ス
・
ビ
ハ
リ
・
ボ
ー
ス
。
カ
ル
ピ
ス
を
創
業
し
た
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僧
侶
出
身
の
三
島
雲
海
。
海
旭
を
師
と
仰
ぎ
な
が
ら

そ
の
偉
大
さ
に
宗
教
家
を
諦
め
て
文
学
の
道
へ
転
身

し
た
武
田
泰
淳
。
芝
中
の
教
え
子
で
日
米
開
戦
阻
止

を
画
策
し
た
外
交
官
の
寺
崎
太
郎
、
戦
後
映
画
界
を

領
導
し
た
映
画
監
督
の
今
井
正
な
ど
な
ど
枚
挙
に
い

と
ま
が
な
い
。

果
た
さ
れ
た
「
屍
体
贈
呈
」

の
盟
約

と
、
こ
こ
で
泉
下
か
ら
こ
ん
な
声
が
聞
こ
え
て
き

そ
う
で
あ
る
。

「
ま
、
待
っ
て
く
れ
。
そ
ん
な
ご
大
層
な
評
価
は
や

め
て
く
れ
。
そ
、
そ
も
そ
も
僕
に
は
ま
だ
や
り
残
し

た
仕
事
が
山
ほ
ど
あ
っ
た
の
だ
か
ら
」

な
る
ほ
ど
そ
の
通
り
で
あ
る
。
海
旭
は
小
康
を
得

て
現
役
復
帰
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
回

紹
介
し
た
よ
う
に
、
宗
教
、
社
会
事
業
、
教
育
関
係

の
三
十
を
超
え
る
要
職
（
い
ず
れ
も
名
誉
職
や
宛
て

職
で
は
な
い
）
を
兼
務
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る
。
本
人
と
し
て
は
、
「
こ
れ
ま
で
や
っ
て

き
た
こ
と
」
よ
り
も
、
想
定
外
の
死
に
よ
っ
て
、
「
や

り
残
し
た
こ
と
」
が
気
が
か
り
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
「
こ
れ
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
」

に
つ
い
て
は
後
生
の
研
究
者
の
論
究
が
多
々
あ
る
の

で
詳
細
は
そ
こ
に
譲
り
、
本
稿
で
は
「
や
り
残
し
た

こ
と
」
を
記
し
て
、
筆
者
の
母
校
芝
中
の
第
三
代
校

長
で
あ
る
泉
下
の
海
旭
師
の
声
に
応
え
る
こ
と
に
し

よ
う
。ま

ず
海
旭
師
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
気
が
か
り

だ
っ
た
の
は
、
三
十
年
も
前
の
明
治
三
十
六
年
、
留

学
仲
間
で
あ
っ
た
医
学
生
、
足
立
文
太
郎
が
先
に
ス

ト
ラ
ス
プ
ル
ク
を
去
る
に
あ
た
っ
て
、
海
旭
が
足
立

に
餞
別
と
し
た
「
屍
体
贈
呈
の
覚
書
」
で
は
な
か
っ

た
ろ
う
か
。

そ
こ
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
た
。

「
予
が
死
後
の
屍
体
は
之
を
足
立
文
太
郎
君
に
贈

る
。
予
が
親
戚
及
朋
友
等
は
一
切
之
に
対
し
て
抗
議

す
る
を
得
ず
」

「
屍
体
解
剖
の
主
任
者
若
く
は
局
部
材
料
の
使
用
者

は
足
立
君
が
認
め
て
適
当
と
な
す
」

師
よ
、
ご
安
堵
あ
れ
。
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壷中に月を求めて

海
旭
の
遷
化
の
翌
一
月
二
十
七
日
午
前
九
時
、
遺

体
は
教
鞭
を
と
る
京
都
大
学
か
ら
か
け
つ
け
た
旧

友
・
足
立
の
立
会
い
の
も
と
、
東
京
帝
国
大
学
医
学

部
に
お
い
て
、
解
剖
に
付
さ
れ
た
。

足
立
に
よ
る
と
、
解
剖
所
見
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
っ
た
。

死
後
の
体
重
五
十
四
・
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
脳
み
そ

は
常
人
よ
り
も
重
く
、
大
脳
の
跛
も
す
こ
ぶ
る
微
細

に
て
、
海
旭
の
頭
脳
が
緻
密
に
し
て
明
晰
な
る
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
腹
皮
は
厚
く
て
約
一
寸
の

脂
肪
層
が
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
積
年
の
肉
食
好
み

の
せ
い
で
あ
ろ
う
か
。
内
臓
器
官
に
は
特
段
の
損
傷
・

異
状
は
な
か
っ
た
。
牌
臓
が
常
人
の
倍
で
中
か
ら
特

殊
な
汁
が
滲
出
、
左
肺
が
背
部
に
密
着
し
、
そ
の
場

所
に
約
八
十
グ
ラ
ム
の
血
汁
状
の
水
が
溜
ま
っ
て
い

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
肺
炎
は
全
快
し
て
お
り
、
死

因
は
「
敗
血
症
」
と
断
定
さ
れ
た
。

洵
旭
と
足
立
の
間
に
は
、
も
う
ひ
と
つ
約
束
が

あ
っ
た
。

「
予
が
死
後
屍
体
の
贈
致
と
共
に
若
干
の
金
円
を
之

渡
辺
和
尚
は
死
ん
で
も
生
き
て
い
る

に
添
付
せ
ん
と
す
。
少
く
と
も
石
鹸
一
箇
手
巾
一
枚

入
浴
費
及
醇
良
の
酒
三
四
合
の
代
金
を
添
付
せ
ん
こ

と
を
期
す
。
執
刀
事
に
従
せ
し
後
入
浴
一
番
少
＜
陶

然
た
る
の
快
あ
ら
ん
こ
と
を
欲
す
れ
ば
也
」

こ
れ
も
ま
た
足
立
が
「
幹
事
」
と
な
っ
て
、
解
剖

に
立
ち
会
っ
た
人
々
を
入
浴
後
酒
宴
に
誘
っ
て
果
た

さ
れ
た
。

な
お
、
師
の
脳
み
そ
は
、
ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
と
な
っ

て
、
い
ま
も
東
大
医
学
部
標
本
室
に
、
夏
目
漱
石
、

桂
太
郎
、
内
村
鑑
三
ら
「
傑
出
人
の
脳
」
の
一
っ
と

し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。

悔
旭
に
は
、
教
え
子
た
ち
の
こ
と
も
さ
ぞ
や
心
配

で
あ
っ
た
ろ
う
。

海
旭
遷
化
の
あ
と
、
東
京
帝
大
、
慶
応
義
塾
、
早

稲
田
大
、
宗
教
大
（
現
・
大
正
大
）
、
東
京
商
大
（
現
・

一
橋
大
）
な
ど
か
ら
、
西
光
寺
へ
授
業
料
支
払
い
の

督
促
が
相
次
い
だ
。
そ
れ
で
は
じ
め
て
判
明
し
た
の

だ
が
、
海
旭
は
極
秘
で
、
困
窮
寄
宿
生
ら
十
数
子
の

, 



学
費
を
月
々
払
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
二
十
二
年
間
校
長
の
職
に
あ
っ
た
芝
中
学

で
も
、
親
の
倒
産
な
ど
で
困
窮
し
た
在
校
生
た
ち
の

授
業
料
を
悔
旭
が
立
て
替
え
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

悔
旭
か
ら
す
れ
ば
、
「
西
光
寺
寄
宿
舎
の
舎
監
と

し
て
、
芝
中
学
の
校
長
と
し
て
当
然
の
こ
と
」
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
畏
友
の
頭
山
満
は
海
旭
の
百
箇
日
法

要
に
列
席
し
て
帰
る
お
り
、
「
祉
の
中
に
は
生
き
て

い
て
も
死
ん
で
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
渡
辺
和
尚
は

死
ん
で
も
生
き
て
い
る
」
と
言
っ
た
そ
う
だ
が
、
ま

さ
に
そ
の
と
お
り
で
「
侠
客
坊
主
」
の
面
目
躍
如
た

る
も
の
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
知
っ
た
弟
子
や
関
係
者
た
ち
は
、
師
の
「
侠

気
」
に
感
動
。
師
の
遺
志
を
つ
い
で
、
そ
の
後
も
困

窮
学
生
を
支
援
し
続
け
た
の
で
、
師
に
は
ど
う
ぞ
ご

安
心
を
い
た
だ
き
た
い
。

ち
な
み
に
生
前
の
悔
旭
の
陰
徳
の
お
か
げ
で
学
業

を
つ
づ
け
社
会
に
貢
献
を
な
し
た
教
え
子
は
数
知
れ

な
い
。
た
と
え
ば
、
貿
易
裔
の
父
親
の
死
で
学
業
断

念
を
覚
悟
し
た
磯
村
英
一
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

海
旭
の
死
後
三
年
後
の
昭
和
十
一
年
に
、
東
京
市
長

の
代
理
と
し
て
「
東
京
五
輪
返
上
」
を
同
盟
国
の
ド

イ
ツ
に
赴
き
総
統
ヒ
ト
ラ
ー
に
伝
え
、
戦
後
は
首
都

東
京
の
責
任
者
と
し
て
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
を
い
た
だ
＜

G
H
Q

か
ら
の
無
理
難
題
と
わ
た
り
あ
い
、
後
に
都

市
社
会
学
の
第
一
人
者
と
し
て
東
洋
大
学
総
長
を
つ

と
め
た
逸
材
で
あ
る
。

朴
訥
に
し
て
江
戸
っ
子
の
「
照
れ
性
」
が
重
な
っ

た
海
旭
の
作
風
ゆ
え
に
、
生
前
は
口
に
は
出
せ
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、
内
心
に
は
女
性
へ
の
想
い
も
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
泉
下
か
ら
は
「
や
、
や
め
て
く
れ
」

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
が
、
師
も
「
そ
の

後
」
が
気
が
か
り
だ
ろ
う
か
ら
、
ご
案
内
し
よ
う
。

そ
れ
は
新
宿
中
村
屋
の
女
主
人
、
相
馬
黒
光
と
の

か
か
わ
り
で
あ
る
。

黒
光
の
長
女
・
俊
子
は
、
支
援
者
の
頭
山
満
の
仲

介
で
イ
ン
ド
独
立
運
動
の
闘
士
で
あ
る
ボ
ー
ス
と
結

海
旭
の
号
に
ち
な
ん
だ
中
村
屋
謹
製
羊
羮
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壺中に月を求めて

婚
、
ボ
ー
ス
と
の
間
に
二
子
を
な
し
た
が
、
大
正
十

四
年
三
月
、
二
十
六
歳
の
若
さ
で
他
界
。
海
旭
が
か

ね
て
か
ら
交
流
の
あ
る
頭
山
の
仲
介
で
、
そ
の
葬
式

の
禅
師
を
依
頼
さ
れ
た
の
が
黒
光
と
の
な
れ
そ
め
で

あ
っ
た
。

当
時
黒
光
は
長
女
・
俊
子
を
失
っ
た
こ
と
に
加
え
、

一
族
の
輿
望
を
担
っ
て
一
高
に
進
学
し
た
末
男
の
虎

雄
が
共
産
主
義
に
か
ぶ
れ
て
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
家

族
の
危
機
の
只
中
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
悔
旭
に
出

会
っ
た
黒
光
は
、
俊
子
の
葬
儀
の
翌
日
か
ら
、
悔
旭

が
増
上
寺
で
侮
週
主
宰
し
て
い
た
日
曜
講
演
に
通
う

う
ち
に
悔
旭
に
心
酔
。
な
ん
と
悔
旭
の
雅
号
に
ち
な

ん
だ
「
壺
月
」
な
る
羊
奨
を
中
村
屋
か
ら
発
売
さ
せ

た
の
で
あ
る
。

海
旭
の
死
後
、
そ
の
「
壺
月
羊
羮
」
は
ど
う
な
っ

た
の
か
。
黒
光
は
戦
後
も
中
村
屋
を
切
り
盛
り
し
た

が
、
彼
女
の
死
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
「
壺
月
羊
羮
」

も
店
頭
か
ら
消
え
た
。
黒
光
が
悔
旭
の
思
い
出
と
し

て
盗
夫
土
の
土
産
ク
に
持
っ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

最
後
は
、
お
そ
ら
く
洵
旭
に
と
っ
て
最
大
の
関
心

事
に
し
て
危
惧
と
思
わ
れ
る
、
晩
年
に
傾
倒
し
た
大

ア
ジ
ア
主
義
が
ど
う
な
っ
た
の
か
、
で
あ
る
。
残
念

な
が
ら
海
旭
を
大
い
に
絶
望
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
た

が
、
そ
の
無
残
な
「
末
路
」
を
み
る
こ
と
が
な
か
っ

た
と
い
う
意
味
で
は
、
不
謹
慎
を
承
知
で
い
え
ば
、

悔
旭
は
い
い
時
に
亡
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
と

い
う
の
も
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
に
「
五
族
協
和
」

の
「
王
道
楽
土
」
を
つ
く
る
と
い
う
理
想
は
、
軍
が

牛
耳
る
政
府
に
よ
っ
て
、
「
五
族
」
の
う
ち
の
「
漢
族
」

「
満
州
族
」
「
蒙
古
族
」
「
朝
鮮
族
」
の
「
四
民
族
」

に
対
す
る
「
日
本
民
族
」
に
よ
る
支
配
と
抑
圧
の
ロ

実
と
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

今
か
ら
振
り
返
る
と
、
海
旭
が
遷
化
し
た
昭
和
八

年
は
時
代
の
大
き
な
転
轍
点
で
あ
っ
た
。
前
年
に
は

列
強
の
批
判
の
な
か
日
本
の
後
ろ
盾
で
満
州
国
が
建

国
さ
れ
、
こ
の
年
に
は
つ
い
に
国
際
連
盟
か
ら
脱
退
、

海
旭
の
最
後
の
弟
子
は
仏
教
と
茶
道
の

ク
ニ
刀
流
々
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後
戻
り
の
き
か
な
い
悲
劇
の
戦
争
へ
と
つ
き
進
み
は

じ
め
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
な
か
で
も
さ
さ
や
か
な
が
ら
「
救

い
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
悔
旭
師
に
報
告
し
た
い
。

そ
れ
は
海
旭
の
支
援
で
西
光
寺
に
寄
宿
し
芝
中
か

ら
宗
教
大
を
卒
業
し
た
青
柳
貰
孝
の
活
動
で
あ
る
。

本
連
載
の
一
0
九
回
で
紹
介
し
た
が
、
青
柳
は
イ
ン
ド

独
立
連
動
の
闘
士
で
ボ
ー
ス
と
共
に
日
本
に
亡
命
し
な

が
ら
官
憲
に
お
わ
れ
自
死
し
た
ア
タ
ー
ル
の
遺
骨
を
、

海
旭
の
意
向
を
う
け
て
故
郷
の
イ
ン
ド
ヘ
届
け
た
。
青

柳
は
僧
侶
の
修
行
の
か
た
わ
ら
「
武
家
茶
道
」
の
遠

州
流
茶
道
の
師
範
免
許
を
取
得
し
て
い
た
が
、
青
柳

は
そ
れ
を
継
承
せ
ず
、
独
自
に
「
壺
月
遠
州
流
」
を

立
ち
上
げ
た
。
海
旭
の
号
で
あ
る
「
壺
月
」
を
新
流

派
名
に
付
け
た
の
は
、
恩
師
海
旭
よ
り
、
「
旧
来
の
流

派
の
し
が
ら
み
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
自
由
な
茶
風

を
求
め
た
ら
よ
い
」
と
示
唆
を
受
け
た
か
ら
だ
と
い
う
。

青
柳
は
イ
ン
ド
と
そ
の
周
辺
国
で
仏
教
と
茶
道
の

普
及
に
挺
身
、
タ
ゴ
ー
ル
の
最
後
の
来
日
に
あ
わ
せ

て
帰
国
す
る
が
、
日
本
に
留
ま
っ
た
の
は
わ
ず
か
三

年
に
す
ぎ
な
い
。
海
旭
が
流
行
性
感
冒
で
急
逝
す
る

一
年
前
の
昭
和
七
年
、
恐
ら
く
海
旭
の
強
い
推
挙
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
浄
土
宗
管
長
の
命
に
よ
り
、

当
時
日
本
統
治
下
に
あ
っ
た
南
洋
諸
島
開
教
の
命
を

う
け
て
サ
イ
パ
ン
に
わ
た
り
、
浄
土
宗
多
宝
山
南
洋

寺
を
開
山
。
名
目
は
、
南
洋
諸
島
を
ふ
く
む
「
大
東

亜
共
栄
圏
」
に
「
五
族
協
和
」
の
「
王
道
楽
土
」
を
実

現
す
る
た
め
で
、
宗
教
各
派
は
こ
ぞ
っ
て
そ
れ
に
従
っ

た
。
し
か
し
、
青
柳
の
驚
嘆
す
べ
き
と
こ
ろ
は
、
実

態
は
日
本
人
に
よ
る
現
地
人
の
一
方
的
差
別
支
配
で

し
か
な
か
っ
た
「
五
族
協
和
」
を
字
義
通
り
徹
底
実

践
す
る
こ
と
で
「
時
の
権
力
」
に
抗
っ
た
の
で
あ
る
。

開
教
活
動
は
在
留
日
本
人
相
手
に
限
定
、
ほ
と
ん

ど
の
島
民
は
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信

者
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
あ
え
て
仏
教
へ
の
改
宗
は

も
と
め
ず
、
も
っ
ぱ
ら
茶
道
を
教
え
た
。
ま
た
、
サ

ト
ウ
キ
ビ
労
働
に
従
事
す
る
現
地
人
に
は
教
育
な
ど

無
用
と
す
る
日
本
人
統
治
者
に
対
し
て
、
「
五
族
協

和
」
な
ら
在
留
日
本
人
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
高
等
教
育

を
受
け
さ
せ
る
べ
き
だ
と
し
て
、
当
地
初
の
高
等
女
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壷中に月を求めて

ま
だ
ま
だ
語
る
べ
き
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
尽
き
な
い
が
、

そ
ろ
そ
ろ
紙
幅
が
尽
き
た
。
「
人
間
、
棺
を
蓋
い
て

初
め
て
評
価
が
定
ま
る
」
と
言
わ
れ
る
が
、
海
旭
の

場
合
は
、
あ
ま
り
に
活
動
が
多
岐
多
様
に
わ
た
っ
て

お
り
、
昭
和
八
年
六
十
一
歳
で
逝
っ
て
八
十
有
余
年

* 

学
校
を
創
設
、
そ
こ
で
も
茶
道
を
教
え
た
の
で
あ
る
。

敗
戦
後
は
、
在
留
日
本
人
引
揚
者
と
共
に
八
丈
島

に
入
植
、
イ
ン
ド
原
産
の
香
料
の
生
産
に
取
り
組
み
、

そ
の
事
業
化
が
軌
道
に
の
る
や
再
び
南
洋
諸
島
へ
。

そ
し
て
、
最
晩
年
は
帰
国
、
横
浜
で
易
占
を
生
業
と

し
て
生
涯
を
終
え
た
。
海
旭
の
弟
子
に
は
、
社
会
事

業
で
は
長
谷
川
良
信
、
教
育
で
は
磯
村
英
一
、
文
学

で
は
武
田
泰
淳
な
ど
有
名
人
が
数
多
く
い
る
が
、
無

名
で
は
あ
る
が
海
旭
の
破
天
荒
な
生
き
方
を
も
っ
と

も
よ
く
継
承
し
た
「
真
の
弟
子
」
こ
そ
青
柳
貰
孝
で

は
な
か
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
青
柳
は
旅
立
っ
た
彼
岸
で
海
旭
と
再

会
、
大
ア
ジ
ア
主
義
の
末
路
に
つ
い
て
報
告
し
て
恩

師
を
愕
然
と
さ
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

に
な
っ
て
も
な
お
評
価
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。

そ
れ
は
海
旭
が
い
か
な
る
器
に
も
収
ま
ら
な
い
人

物
で
あ
る
こ
と
の
証
明
で
も
あ
る
。
ま
た
、
海
旭
が

手
が
け
た
、
宗
教
の
再
生
、
社
会
事
業
、
教
育
な
ど

は
解
決
ず
み
の
「
過
去
」
で
は
な
く
、
我
々
が
直
面

し
て
い
る
「
現
在
と
未
来
」
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を

も
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
我
々
の
未
来

へ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

と
、
泉
下
か
ら
、
「
こ
、
こ
の
あ
た
り
で
よ
か
ろ
う
。

百
の
御
託
よ
り
も
―
つ
で
も
僕
が
や
り
の
こ
し
た
こ

と
を
や
っ
て
く
れ
た
ま
え
」
と
壺
月
和
尚
の
声
が
聞

こ
え
て
き
た
の
で
、
読
者
諸
賢
の
ご
愛
読
に
感
謝
し

つ
つ
こ
こ
で
箪
を
お
く
こ
と
に
す
る
。

払
暁
や
語
り
つ
く
せ
ぬ
名
残
月

最
後
屁
珍
僧
正
こ
と
前
田
和
男

合
掌

（
完
）

＊
な
お
語
り
尽
せ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
著

『
紫
雲
の
人
、
渡
辺
海
旭
』
（
ポ
ッ
ト
出
版
）
を
ご
笑
覚
い

た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に
語
り
残
し
た
こ
と
に
つ
い
て
今

後
執
筆
場
所
を
改
め
て
書
き
続
け
る
つ
も
り
で
い
る
。
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衰退する
イタコ

恐山の風景

『
寺
院
消
滅
』
『
教
養
と
し
て
の
仏
教
』
著
者

鵜
飼
秀
徳
の
五
寸
々
刻
夕

そ
の
六

青
森
・
下
北
半
島
の
恐
山
に
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
が
出
始
め
て
い
る
。
今
年
の
春
と
秋
の
恐
山
大
祭
は
規
模
を
大

幅
に
縮
小
し
、
「
死
者
の
口
寄
せ
」
で
知
ら
れ
る
イ
タ
コ
の
姿
は

な
か
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
き
っ
か
け
に
し
て
恐
山
か
ら
永
遠
に
、

イ
タ
コ
が
姿
を
消
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

私
は
5

年
ほ
ど
前
か
ら
イ
タ
コ
を
調
査
し
て
い
る
。
「
イ
タ
コ

1
1

恐
山
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
少
な
く
な
い
は
ず
。
だ

が
、
彼
女
ら
は
常
に
恐
山
に
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
普
段
は
南
部

地
方
（
青
森
県
東
部
、
岩
手
県
北
中
部
）
な
ど
で
、
地
域
に
根
付

い
て
活
動
を
し
て
い
る
。
年
に

2

度
の
大
祭
の
時
に
だ
け
、
恐
山

に
出
張
し
て
く
る
の
だ
。

前
回
、
私
が
訪
れ
た
の
は
2
0
1
9

年
秋
の
大
祭
の
折
。
ひ
と

り
の
イ
タ
コ
が
恐
山
の
境
内
で
口
寄
せ
を
し
て
い
た
。
口
寄
せ
と

は
、
死
者
の
魂
を
自
身
に
憑
依
さ
せ
、
そ
の
言
葉
を
伝
え
る
も
の

だ
。
イ
タ
コ
は
日
本
の
伝
統
的
な
シ
ャ
ー
マ
ン
（
呪
術
師
、
霊
媒

師
）
の
一
種
だ
。

イ
タ
コ
の
前
に
は

5

組
ほ
ど
の
参
拝
者
が
順
番
を
待
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
2
0
0
0

年
代
初
頭
く
ら
い
ま
で
は
恐
山
に
出
張
し
て

く
る
イ
タ
コ
は
何
人
も
い
て
、
全
国
か
ら
や
っ
て
き
た
依
頼
者
が

早
朝
か
ら
何
十
人
も
列
を
な
し
て
い
た
。

7
、

8

時
間
待
ち
も
ざ



恐山の大祭で見かけたイタコの看板
-,11tl9-＇三四

少
な
く
な
っ
て

ら
で
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
依
頼
者
の
数
は
随
分
、

い
る
。

3
0年
以
上
前
か
ら
毎
秋
、
イ
タ
コ
に
会
い
に
来
て
い
る
と
い
う

県
内
の
女
性
は
、
涙
を
拭
い
な
が
ら
亡
き
人
と
ク
対
話
ぐ
し
て
い
た
。

女
性
は
、

「
義
理
の
弟
が
今
年
で
1
3回
忌
を
迎
え
る
の
で
口
寄
せ
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
と
て
も
懐
か
し
い
想
い
で
胸
が
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
口
寄
せ
は
、
お
墓
参
り
と
同
じ
く
欠
か
せ
な
い
習
慣

で
す
」

と
話
し
て
く
れ
た
。
東
北
で
は
、
菩
提
寺
と
の
つ
き
あ
い
と
は

別
に
、
こ
う
し
た
民
間
信
仰
が
し
つ
か
り
と
根
付
い
て
い
る
の
だ
。

そ
の
実
、
イ
タ
コ
は
年
々
そ
の
数
を
減
ら
し
、
今
で
は
正
統
な

伝
承
を
受
け
た
イ
タ
コ
は
わ
ず
か
に

6

人
に
ま
で
減
少
し
て
い

る
。
そ
の

6

人
も

8
9歳
が
最
高
齢
で
、

7
0代
以
上
が
5

人
と
な
っ

て
い
る
。
い
ま
、
イ
タ
コ
は
絶
滅
危
惧
に
あ
る
の
だ
。

少
し
イ
タ
コ
の
歴
史
に
つ
い
て
触
れ
た
い
。
イ
タ
コ
は
室
町
期

後
期
、
下
北
半
島
を
治
め
た
八
戸
南
部
氏
が
、
霊
場
と
し
て
恐
山

周
辺
を
整
備
す
る
と
、
修
験
者
に
混
じ
っ
て
「
お
山
参
り
」
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
が
始
ま
り
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

修
験
道
の
修
行
の
体
系
や
経
文
の
要
素
な
ど
を
取
り
込
ん
で
、
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盲
目
の
イ
タ
コ
、
中
村
タ
ケ
さ
ん

独
自
の
口
寄
せ
の
技
を
確
立
し
た
の
が
、
江
戸
時
代
に
「
太
宗
婆

（
た
い
そ
う
ば
あ
）
」
と
名
乗
っ
た
イ
タ
コ
で
あ
っ
た
。
太
宗
婆
は

そ
の
後
、
盲
目
の
「
高
舘
婆
（
た
か
だ
て
ば
あ
）
」
に
イ
タ
コ
の

技
を
伝
承
。
高
舘
婆
以
降
、
イ
タ
コ
は
目
の
不
自
由
な
女
性
の
生

業
に
な
っ
て
い
く
。

そ
の
昔
は
は
し
か
に
か
か
っ
て
、
失
明
す
る
子
供
が
多
か
っ
た
。

東
北
で
は
、
そ
う
し
た
子
供
で
も
食
べ
て
い
け
る
よ
う
に
と
、
親

が
師
匠
と
な
る
イ
タ
コ
を
探
し
て
、
弟
子
入
り
さ
せ
て
い
っ
た
過

去
が
あ
る
。

明
治
初
期
に
は
イ
タ
コ
を
名
乗
る
盲
目
の
女
性
が

5
0
0

人
は

い
た
よ
う
だ
。
真
正
の
イ
タ
コ
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
場
合
、

師
匠
か
ら
与
え
ら
れ
る
免
許
皆
伝
の
証
「
オ
ダ
イ
ジ
」
と
呼
ば
れ

る
守
り
筒
が
そ
の
証
拠
に
な
る
。
昭
和

4
0年
代
で
も
1
0
0

人
ほ

ど
の
イ
タ
コ
が
活
動
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
イ
タ
コ
の
世
界
も
世
の
流
れ
に
は
逆
ら
え
ず
、

伝
承
が
途
切
れ
て
き
て
い
る
。
原
因
の
ひ
と
つ
に
公
衆
衛
生
の
改

善
が
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
に
よ
っ
て
は
し
か
に
罹
る
子
供
が

激
減
。
イ
タ
コ
の
弟
子
養
成
も
等
閑
に
な
っ
た
結
果
、
絶
滅
寸
前

に
あ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

と
く
に
今
年
の
コ
ロ
ナ
禍
は
イ
タ
コ
の
活
動
に
大
き
な
障
壁
と
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八戸の自宅で0寄せを行う松田さん

な
っ
た
。

先
述
の
よ
う
に
恐
山
で
も
大
祭
が
縮
小
さ
れ
、
今
年
は

イ
タ
コ
の
口
寄
せ
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
ま
ま
イ
タ
コ
文
化

は
静
か
に
、
幕
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
る
の
か
。

希
望
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
東
北
の
貴
重
な
民
俗
文
化
を
守

ろ
う
と
、
ひ
と
り
の
若
き
イ
タ
コ
が
奮
闘
し
て
い
る
。
「
最
後
の

イ
タ
コ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
、

4
8歳
の
松
田
広
子
さ
ん
だ
。
松
田

さ
ん
は
幼
い
頃
か
ら
地
域
の
イ
タ
コ
と
接
し
、
憧
れ
を
募
ら
せ
、

師
匠
に
弟
子
入
り
。

1
9歳
で
オ
ダ
イ
ジ
と
数
珠
を
継
承
し
た
。
松

田
さ
ん
は
恐
山
に
は
出
張
せ
ず
、
八
戸
の
自
宅
で
口
寄
せ
を
や
っ

て
い
る
。
彼
女
に
救
い
を
求
め
る
人
々
は
絶
え
な
い
。

東
日
本
大
震
災
後
は
津
波
に
流
さ
れ
た
肉
親
の
「
声
」
を
聞
き

に
、
大
勢
が
松
田
さ
ん
の
元
を
訪
ね
た
。
非
業
の
死
は
、
遺
族
に

は
受
け
入
れ
難
い
も
の
だ
。
そ
う
し
た
時
、
死
の
原
因
を
探
り
た

く
な
り
、
イ
タ
コ
に
す
が
る
。

「
も
っ
と
長
生
き
し
た
か
っ
た
」
「
極
楽
に
い
て
成
仏
し
て
い
る

か
ら
心
配
し
な
い
で
」

イ
タ
コ
の
口
か
ら
発
せ
ら
れ
る
言
葉
を
聞
い
て
、
す
っ
と
胸
の

つ
か
え
が
と
れ
る
遺
族
も
い
る
。

伝
統
仏
教
の
僧
侶
で
あ
る
私
た
ち
に
は
、
イ
タ
コ
は
奇
異
と
し

て
映
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
世
は
無
常
で
あ
り
、

し‘
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イタコの守り筒「オダイジ」と、動物の骨や爪がついた数珠

登？ゞS‘‘`‘“~史一豊さ

つ
何
時
、
災
害
死
や
事
故
死
、
自
殺
な
ど
突
然
の
別
れ
が
訪
れ
な

い
と
も
限
ら
な
い
。
そ
ん
な
時
、
地
域
の
寺
院
以
外
に
も
「
悲
し

み
の
受
け
皿
」
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
は
社
会
に
と
っ
て
も
悪
い

こ
と
で
は
な
い
。

イ
タ
コ
を
通
じ
て
ご
先
祖
様
と
の
交
流
が
深
ま
れ
ば
深
ま
る
ほ

ど
、
墓
参
り
や
法
要
も
熱
心
に
行
う
こ
と
だ
ろ
う
。
民
間
信
仰
と

仏
教
と
は
相
乗
効
果
を
も
た
ら
す
関
係
に
あ
る
。

イ
タ
コ
の
衰
退
は
す
な
わ
ち
、
日
本
仏
教
の
衰
退
と
も
言
い
換

え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
松
田
さ
ん
は
私
に
「
イ
タ
コ
は
地
域

の
柑
談
役
で
あ
り
続
け
な
け
れ
ば
」
と
話
し
て
く
れ
た
が
、
こ
れ

こ
そ
、
仏
教
者
ら
が
肝
に
し
つ
か
り
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
言

葉
だ
と
思
っ
た
。

う
か
い
し
ゅ
う
と
く

1
9
7
4

年
京
都
市
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
、
新
聞
・

雑
誌
記
者
を
経
て
2
0
1
8

年
に
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
独
立
。
「
仏
教
界

と
社
会
と
の
接
点
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
を
続
け
る
。
著
書
に
「
仏
教
抹

殺
」
（
文
春
新
書
）
「
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
か
す
教
簑
と
し
て
の
仏
教J
(
P
H
P
研

究
所
）
な
ど
多
数
。
新
刊
に
『
仏
貝
と
ノ
ー
ベ
ル
賞
京
都
•
島
津
製
作
所
創

業
伝
J
(
朝
日
新
聞
出
版
）
。
東
京
農
業
大
学
・
佛
教
大
学
非
常
勤
請
師
、
一
般

社
団
法
人
「
良
い
お
寺
研
究
会
」
代
表
理
事
。
京
都
教
区
正
覚
寺
副
住
職
。
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念
仏
行
者

徳
本
上
人
研
究
会

江
戸
時
代
後
期
、
諸
国
を
巡
り
驚
異
的

な
教
化
力
を
発
揮
さ
れ
た
念
仏
行
者
「
徳

本
」
は
、
文
政
元
年
当
山
で
6
1歳
の
生
涯

,.J 

~
·
う

を
閉
じ
ら
れ
、
境
内
の
御
廟
に
葬
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
五
輪
の
宝
塔
は
高
さ

4

メ
ー
ト
ル
4
0セ
ン
チ
に
及
ぶ
大
き
な
も
の

で
、
人
々
の
徳
本
へ
の
畏
敬
の
念
を
象
徴

す
る
か
の
よ
う
で
す
。
徳
本
行
者
二

0
0

回
忌
を
契
機
に
「
徳
本
名
号
塔
研
究
会
」

ヽ
j職

が
発
足
し
、
研
究
者
、
郷
土
史
家
、
愛
好

住院＿
了
家
な
ど
多
く
の
方
と
の
出
会
い
が
繋
が

り
、
全
国
の
名
号
塔
の
情
報
が
集
積
さ
れ

尭

I
I匂

ま
し
た
。
現
在
全
国
に
徳
本
の
独
特
な
名

n
H
u
 

千
小

木
京
号
を
刻
ん
だ
石
塔
は
一
七
七
一
基
が
確
認

八
環
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
三
回
研
究
会
の
会
場
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

長
野
・
寛
慶
寺
の
徳
本
名
号
塔

加藤昌康
（東京・下北沢・森厳寺住職）

優
し
い
ほ
と
け
・
怖
い
ほ
と
け

ほ
と
け
を
め
ぐ
る
花
の
美
術

ド
の
歴
史

銘
打
っ
た
寺
子
屋
（
勉
強
会
）
を
開
催

室
し
て
い
ま
す
。
昨
年
ま
で
に

1
5回
を
数
え
、

教
と学

生
時
代
に
美
術
史
を
学
ん
だ
こ
と
か
ら
、

ん
そ
の
約
半
分
が
根
津
美
術
館
や
増
上
寺
な

ゃ
と
を
会
場
に
し
た
仏
教
美
術
講
座
で
す
。

ち
＂そ

れ
に
加
え
、
「
こ
れ
か
ら
の
車
社
会
」
が

ムナ
3回
、
実
際
の
ス
ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
を
走
る

「
運
転
講
習
会
」
、
最
近
で
は
「
そ
し
て
フ
ィ

ジ
カ
ル
コ
ー
チ
か
ら
見
た
一
流
ア
ス
リ
ー

ト
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
法
」
と
、
お
寺
、
仏

教
と
い
う
枠
組
に
と
ら
わ
れ
な
い
色
々
な

分
野
に
わ
た
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

ち
な
み
に
仏
教
美
術
講
座
の
内
容
は

・
高
句
麗
王
朝
の
仏
教
と
絵
画

・
ほ
と
け
を
支
え
る

ー
蓮
華
・
霊
獣
・
天
部
・
邪
鬼
ー

•
仏
教
絵
画
か
ら
読
み
解
く
シ
ル
ク
ロ
ー

平
成
2
8年
か
ら
「
ナ
ム
ち
ゃ
ん
教
室
」
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◆
登
場
者
◆

井
上
広
法

い
の
う
え
•
こ
う
ほ
う

1
9
7
9

年
宇
都
宮
市
生
ま
れ
。
栃
木
県
・
宇

都
宮
・
光
琳
寺
住
職
。
佛
教
大
学
で
浄
土
学
を

専
攻
し
た
の
ち
、
乗
京
学
芸
大
学
で
臨
床
心
理

学
を
専
攻
。
テ
レ
ビ
番
組
「
ぷ
っ
ち
ゃ
け
寺
」

や
人
生
相
談
サ
イ
ト

h
a
s
u
n
o
h
a
の
立
ち
上

げ
に
関
わ
リ
、
現
代
に
お
け
る
新
し
い
仏
教
の

入
り
口
作
リ
を
目
指
し
て
い
る
。

お
寺
に
必
要
な
「
1
T

」
を
考
え
る
第
3

回

◆
司
会
◆

服
部
祐
淳

今
回
か
ら
は
若
手
僧
侶
に
登
場
い
た
だ

き
、
実
際
の
メ
デ
ィ
ア
活
用
と
お
寺
の

現
場
に
必
要
な
「
ー
T

」
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

小
路
竜
嗣

こ
う
じ
り
ゅ
う
し

1
9
8
6

年
、
兵
庫
県
伊
丹
市
生
ま
れ
。
長
野
・

松
本
組
善
立
寺
副
住
職
。
信
州
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
卒
業
後
、
リ
コ
ー
入
社
。
結
婚
を

機
に
退
職
し
、
妻
の
実
家
で
あ
る
善
立
寺
に
入

寺
。
寺
院
の
1

丁
甜
入
支
援
や
企
業
へ
の
提
案

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

は
っ
と
リ
・
ゆ
う
じ
ゅ
ん

1
9
8
3

年
、
長
野
市
生

ま
れ
。
長
野
・
青
木
島
・

安
養
寺
副
住
職
。
2
0
2

0

年
3

月
ま
で
浄
土
宗
出

版
に
勤
務
し
て
い
た
。



司
会
「
ぶ
っ
ち
ゃ
け
寺
」
（
テ
レ
ビ
朝
日
系
列
）
を

始
め
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
の
井
上
さ
ん
は
、

お
坊
さ
ん
が
答
を
る
人
生
相
談
サ
イ
ト
「
h
a
s
u
n
o
h
a
」

（
は
す
の
は
）
を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
経

緯
か
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

井
上
広
法
師
（
以
下
井
上
）
開
設
は

2
0
1
2

年
、

東
日
本
大
震
災
の
翌
年
で
す
。
震
災
、
そ
し
て
原
発

事
故
が
重
な
り
、
日
本
全
体
に
先
々
の
不
安
が
蔓
延

す
る
中
で
、
何
か
で
き
な
い
か
と
い
う
模
索
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。

Y
a
h
o
oで
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
さ
れ
て
い
た
方
と
ご

縁
が
あ
り
、
W
e
b

(
ウ
ェ
ブ
）
を
使
っ
て
社
会
に
貢

献
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
か
と
震
災
直
後
か

ら
相
談
を
重
ね
、
1

年
か
け
て
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
構

築
し
、
開
設
に
至
り
ま
し
た
。

司
会
僧
侶
が
で
き
る
社
会
貢
献
は
様
々
な
方
法
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
な
ぜ

W
e
b
を
選
ん
だ
の
で

す
か
？

井
上
リ
ア
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
人
の
悩
み
つ
て
面
と

向
か
っ
て
話
せ
な
い
内
容
が
多
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

開
設
以
来
約
7

万
件
を
超
え
る
相
談
が
あ
り
ま
し
た

が
、
不
倫
や
性
に
関
す
る
も
の
な
ど
、
対
面
で
は
話

し
に
く
い
内
容
が
実
際
に
多
い
の
で
す
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
悩
み
は
お
寺
で
相
談
し
に
く
い
、
説
教
さ

れ
そ
う
で
す
も
ん
（
笑
）
。
で
も
、
赤
裸
々
な
悩
み

だ
か
ら
答
え
る
意
味
が
あ
る
わ
け
で
、

W
e
b
な
ら

そ
の
ハ
ー
ド
ル
は
ぐ
っ
と
下
が
り
ま
す
。
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
相
談
が
で
き
る
と
い
う
利
点
も

W
e
b
な

ら
で
は
で
す
。

司
会
お
坊
さ
ん
が
答
え
る
人
生
相
談
サ
イ
ト
と
い

う
こ
と
が
話
題
に
な
り
、
「
バ
イ
キ
ン
グ
」
（
フ
ジ
テ

レ
ビ
系
）
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ナ
ー
に
な
る
な
ど
、

様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

W
e
b
戦
略
は
あ
っ
た
の
で
す
か
？

井
上
こ
れ
は
自
身
で
仕
掛
け
た
と
い
う
よ
り
、

S

N
S

（
エ
ス
エ
ヌ
エ
ス
）
の
効
果
が
大
き
い
で
す
ね
。

い
わ
ゆ
る
バ
ズ
る
と
い
う
や
つ
で
す
。

T
w
i
t
t
e
r
 (
ツ
ィ
ッ
タ
ー
）
で
誰
か
が
「
お
坊
さ

ん
が
こ
ん
な
面
白
い
回
答
し
て
る
ぞ
」
っ
て
つ
ぶ
や

く
と
、
リ
ツ
イ
ー
ト
さ
れ
て
ど
ん
ど
ん
バ
ズ
っ
て
い

く
。
こ
れ
を
見
た
テ
レ
ビ
局
が
取
材
に
来
て
、
そ
れ
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で
ま
た
「
い
い
ね
」
の
リ
ツ
イ
ー
ト
が
増
え
て
い
く

と
い
っ
た
具
合
で
す
。

司
会
最
近
の
メ
デ
ィ
ア
の
取
り
上
げ
方
の
特
徴
で

す
ね
。

井
上
は
い
、

S
N
S

で
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
を
メ

デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
る
。
ひ
と
昔
前
と
は
逆
の
現
象

で
す
。
W
e
b
メ
デ
ィ
ア
に
か
か
わ
ら
ず
ヒ
ッ
ト
商

品
と
な
る
も
の
の
背
景
に
は
こ
う
い
っ
た
方
程
式
が

あ
り
ま
す
。

S
N
S

っ
て
聞
く
だ
け
で
「
怖
い
」
と
イ
メ
ー
ジ

さ
れ
る
方
も
多
い
で
す
が
、
そ
の
特
徴
を
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
拡
散
性
に
優
れ
た
T
w
i
t
t
e
r
は
こ
れ

だ
け
周
知
で
き
る
能
力
が
あ
る
わ
け
で
、
比
較
的
オ

フ
ィ
シ
ャ
ル
で
使
わ
れ
る

F
a
c
e
b
o
o
k(
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
）
は

h
a
s
u
n
o
h
a
創
設
時
に
、
回
答
し
て
く

だ
さ
る
僧
侶
の
募
集
に
も
活
用
し
ま
し
た
。
使
い
方

次
第
で
す
ね
。

司
会
小
路
さ
ん
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
勤
務
さ
れ

た
後
、
結
婚
を
機
に
一
般
家
庭
か
ら
お
寺
に
入
ら
れ

ま
し
た
が
、
入
山
直
後
、
お
寺
の
「
ー

T

化
」
は
ど

う
映
り
ま
し
た
か
？
率
直
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
路
竜
嗣
師
（
以
下
小
路
）
と
に
か
く
紙
が
多
い

で
す
ね
（
笑
）
。
手
紙
、
ハ
ガ
キ
、
F
A
X

な
ど
、
や

り
取
り
の
基
本
が
紙
。
浄
土
宗
か
ら
も
多
く
届
き
ま

す
。
し
か
も
意
外
に
長
く
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
も
の
も
多
い
。
お
檀
家
さ
ん
に
対
し
て
も
発
送
物

は
紙
で
す
し
、
過
去
帳
、
名
簿
な
ど
の
個
人
情
報
も

も
ち
ろ
ん
紙
で
す
。
浄
土
宗
青
年
会
に
入
っ
た
ら
、

案
内
か
ら
始
ま
り
会
議
資
料
も
た
く
さ
ん
の
紙
で
作

ら
れ
ま
す
し
ね
。

あ
と
、
出
家
前
か
ら
思
い
描
い
て
い
た
、
お
経
を

唱
え
る
、
仏
教
を
学
ぶ
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
お
坊
さ

ん
の
時
間
」
が
一
日
の
内
ご
く
わ
ず
か
、
ほ
か
の
仕

事
で
忙
殺
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
で
す
か
ら

私
が
行
う
「
お
寺
の
I
T

化
」
の
目
的
は
こ
の
「
お

坊
さ
ん
の
時
間
の
確
保
」
と
し
ま
し
た
。

「
お
寺
の
I
T

化
」
と
い
う
と
仲
間
か
ら
「
お
檀
家

さ
ん
が
数
倍
に
増
え
る
の
で
し
ょ
」
、
「
お
寺
に
人
が

殺
到
し
て
困
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
の
」
と
言
う
人

が
い
ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
て
、
現
実
の
困
り
ご

と
を
一
っ
ひ
と
つ
解
決
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

I
T

は
決
し
て
一
発
逆
転
満
塁
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
は
な

Web （ウェブ）
ワールド ワイド ウェブの略で、世界中のどこでもコンピュータ（パソコン、携帯電話
など）を通じて同じ情報を得られるシステムのこと。ウェプはくもの巣のこと。
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い
の
で
す
。

司
会
お
寺
で
実
際
に
取
り
組
ま
れ
た
ー

T

化
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

小
路
墓
地
図
が
手
書
き
の
紙
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ

を

P
D
F

か
ら
エ
ク
セ
ル
に
落
と
し
込
ん
で
番
号
を

付
し
ま
し
た
。

「O
O

さ
ん
の
お
墓
参
り
を
し
た
い
の
で
す
が
」
と
、

突
然
の
来
客
時
、
紙
の
資
料
だ
と
「

0
0
さ
ん
で
す

か
」
と
一
枚
一
枚
探
さ
な
い
と
い
け
な
い
。
覚
え
て

い
た
は
ず
の
名
前
が
違
っ
て
い
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
て

ん
や
わ
ん
や
で
す
。
こ
れ
に

1
0分
か
か
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
方
は
玄
関
先
で
何
も
せ
ず
に
気
ま
ず
そ
う

に
待
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
「
お
待
た
せ
し
ま
し
た
」

と
お
伝
え
し
た
時
に
は
申
し
訳
な
く
て
「
す
み
ま
せ

ん
」
で
会
話
も
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
れ
が
エ
ク
セ
ル
な
ら
ば
検
索
し
て
1

分
も
あ
れ

ば
わ
か
る
。
短
縮
さ
れ
た
9

分
は
そ
の
方
と
会
話
す

る
時
間
に
回
せ
ま
す
。
「
ど
こ
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
ん
で
す
か
」
、
「
故
人
さ
ま
と
は
そ
う
い
っ
た
ご
関

係
で
」
な
ど
話
は
す
す
み
、
「
そ
れ
で
は
一
緒
に
お

参
り
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
な
れ
ば
、
私
は
「
I
T

化

成
功
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
同
じ

1
0分
の
使
い
方

で
も
大
き
な
違
い
で
す
。

こ
れ
は
I
T

化
に
少
し
懐
疑
的
な
面
も
あ
っ
た
住

職
に
も
好
評
で
し
た
。
エ
ク
セ
ル
と
い
う
比
較
的
使

い
や
す
い
ソ
フ
ト
に
す
る
こ
と
で
、
新
し
く
亡
く
な

ら
れ
た
方
が
い
た
場
合
も
誰
で
も
簡
単
に
更
新
が
可

能
で
す
。

司
会
な
る
ほ
ど
。

小
路
自
坊
で
は
定
期
的
に
紙
の
寺
報
を
配
布
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
も
業
者
に
頼
む
と
高
い
の
で
、
ア

ド
ビ
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ク
ラ
ウ
ド
（
編
集
ソ
フ
ト
）

を
入
れ
て
記
事
か
ら
デ
ザ
イ
ン
ま
で
自
分
で
や
っ
て

い
ま
す
。

紙
媒
体
は
そ
の
ま
ま
読
め
る
の
で
年
齢
も
問
わ
な

い
。
決
し
て
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
不
要
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
使
い
方
次
第
で
強
力
な
ツ
ー

ル
と
な
り
ま
す
。
紙
の
寺
報
は
檀
家
さ
ん
に
配
布
と

同
時
に
H
P

を
通
じ
て
他
の
方
に
も
見
て
も
ら
え
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
御
朱
印
に

Q
R

（
キ
ュ
ー
ア
ー
ル
）

コ
ー
ド
と

N
F
C

（
エ
ヌ
エ
フ
シ
ー
）
を
付
け
ま
し

パズる
ハエなどがプンブン飛び回ることから世間の話題になって広がっていること、流行して
いることをいう。
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た
。
御
朱
印
集
め
を
「
趣
味
」
に
さ
れ
る
方
も
多
い

で
す
が
、
う
ち
は
田
舎
な
の
で
そ
ん
な
に
頻
繁
に
御

朱
印
目
当
て
の
方
が
参
拝
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
お
参
り
い
た
だ
く
の
は
嬉
し
い
の
で
、
境
内

も
ご
案
内
し
ま
す
が
、
一
度
き
り
の
お
付
き
合
い
で

は
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
御
朱
印
に

H
P

（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）
や
f
a
c
ebo
o
kな
ど
の

W
e
b
メ
デ
ィ
ア
に

つ
な
げ
る
仕
掛
け
を
付
け
て
お
く
こ
と
で
改
め
て
お

寺
を
知
っ
て
も
ら
い
、
後
日
の
交
流
も
図
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

井
上
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
勉
強
に
な
り
ま
す
！

私
も
い
ま
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
墓
地
図
の
作
成
を

考
え
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
墓
地
図
が
な
く
て
困
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
ド
ロ
ー
ン
で
真
上
か
ら
写
真

撮
影
し
、
そ
れ
を
ア
ド
ビ
に
落
と
し
て
枠
を
抽
出
す

る
形
で
地
図
を
作
れ
な
い
か
と
探
っ
て
い
ま
す
。
石

材
店
に
そ
れ
や
っ
た
ら
事
業
に
な
る
か
ら
っ
て
勧
め

て
い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
腰
が
重
い
…

·
:
0

管
理
ソ
フ
ト
が
エ
ク
セ
ル
っ
て
い
う
の
も
ミ
ソ
で

す
よ
ね
。
お
寺
を
管
理
し
て
も
ら
う
人
が

I
T

に
詳

し
い
方
と
は
限
ら
な
い
の
で
す
し
、
専
用
の
ソ
フ
ト

光琳寺 QR コード

http:/ /www.facebook.com/kourinji 

「光琳寺」で検索

井上広法氏

QR （キューアール）コード
クイック レスポンスの略で、マトリックス型二次元コード（符号）のこと。コンピュー
タで読み取ると瞬時に目的の画面などに移ることができる。
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I
T
 

で
忠
実
に
線
を
な
ぞ
る
必
要
も
あ
ま
り
意
味
の
な
い

こ
と
で
す
し
。

小
路
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
お
寺
向
け

I
T

サ
ー

ビ
ス
っ
て
ど
れ
も
使
い
勝
手
が
よ
く
な
い
割
に
高
く

な
い
で
す
か
？

お
檀
家
さ
ん
の
管
理
帳
、
い
わ
ゆ
る
現
在
帳
や
過

去
帳
も
w
i
n
d
o
w
s(
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
）
版
が
出
て

い
た
り
す
る
の
で
す
が
、
い
つ
の
時
代
に
作
っ
た

の
？
と
い
っ
た
も
の
ば
か
り
。

つ
ま
り
様
々
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る

I
T

企
業
が
、
お
寺
が
何
で
困
っ
て
い
る
か
を
全
く

理
解
し
て
い
な
い
。
ま
さ
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
現
状
で

す
。
こ
こ
に
「
お
寺
の

I
T

化
」
が
他
業
種
よ
り
遅

れ
て
い
る
原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

司
会
な
る
ほ
ど
。
小
路
さ
ん
が
様
々
な
ー

T

企
業

と
コ
ラ
ボ
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
開
か
れ
た
り
、

S
N
S

で
情
報
発
信
を
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
う
い
う
背
景
が

あ
っ
た
の
で
す
ね
。

小
路
井
上
さ
ん
の
活
動
対
象
が
檀
信
徒
、
一
般
向

け
な
の
に
対
し
、
私
は
お
寺
間
や
、
お
寺
の
中
の

I

T

化
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
実
際
、

¥)¥J 

善立寺 QR コード

https:/ /zenryuji-jodo.com 

「塩尻善立寺」で検索

小路竜嗣氏

NFC （エヌエフシー）
ニアー フィールド コミィニケーションの略で、端末をかざすだけで通信ができる技術
のこと。 QR コード同様、簡単に目的の画面にたどリ着ける。
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企
業
で
も
カ
ス
タ
マ
ー
を
対
象
と
し
た
も
の
に
比
べ
、

企
業
内
の
効
率
化
な
ど
を
図
る
仕
事
が
多
い
の
で
す
。

で
す
か
ら
布
教
す
る
人
、
伝
え
る
人
っ
て
意
味
の

エ
バ
ン
ジ
ェ
リ
ス
ト
（
伝
道
者
）
と
い
う
肩
書
を
つ

け
て
「
お
寺
の
困
っ
て
い
る
こ
と
」
と
「
企
業
の
技

術
」
が
う
ま
く
擦
り
合
わ
さ
れ
る
よ
う
な
活
動
も
し

て
い
ま
す
。

た
だ
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
で
す
ね
。

I
T

企
業
と
の

コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
で
私
が
改
良
服
で
イ
ベ
ン
ト
会
場

に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。
気
に
な
っ
た
ブ
ー
ス
が

あ
っ
た
の
で
営
業
の
方
に
質
問
を
す
る
と
、
驚
い
た

よ
う
な
表
情
で
奥
か
ら
マ
ウ
ス
を
持
っ
て
き
て
「
和

尚
さ
ん
、
こ
れ
を
マ
ウ
ス
っ
て
言
い
ま
し
て
、
右
を

一
回
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
：
・
ク
リ
ッ
ク
っ
て
わ
か
り
ま

す
？
」
と
い
っ
た
よ
う
な
説
明
で
（
笑
）
。
実
際
ー

T

企
業
か
ら
す
る
と
お
坊
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
ん

な
感
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
だ
と
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
オ
フ
ィ
ス
や

大
手
企
業
が
発
売
し
て
い
る
顧
客
管
理
ソ
フ
ト
な
ど

は
、
教
会
な
ど
の
宗
教
施
設
は
無
料
で
使
え
た
り
し

て
い
る
の
で
す
が
：
·
·
:
0

（
次
号
に
つ
づ
く
）

理
解

井
上
へ
え
っ
ー
。
宗
教
に
寛
容
と
い
う
か
、

が
あ
り
ま
す
ね
。

小
路
日
本
で
は
い
ま
だ
に
い
わ
ゆ
る
＃
坊
主
丸
儲

け
ク
と
い
う
見
方
が
根
強
い
よ
う
で
、
お
寺
か
ら
働

き
か
け
る
草
の
根
運
動
で
は
な
か
な
か
進
み
ま
せ

ん
。
浄
土
宗
が
宗
門
と
し
て
働
き
か
け
て
く
だ
さ
れ

ば
よ
い
の
で
す
が
。

井
上
な
る
ほ
ど
、
こ
の
件
は
海
外
情
勢
に
も
詳
し

く
、
浄
土
宗
は
も
ち
ろ
ん
仏
教
界
全
体
を
見
て
い
る

方
に
先
頭
に
立
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

小
路
切
に
願
い
ま
す
。

I
T

化
が
遅
れ
る
こ
と
は
宗
全
体
と
し
て
の
損
失

に
も
つ
な
が
り
ま
す
か
ら
、
未
来
の
お
寺
の
た
め
に

も
ぜ
ひ
゜

司
会
確
か
に
。
で
は
次
号
で
は
、
実
際
に
お
寺
の

実
務
に
役
立
つ
I
T
化
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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追悼写真家鬼海弘雄さん

鬼海さんとのお付合いは、鬼海さんが土門拳賞を獲った頃たから 16

年ほども前からだったか。ポーランドの映画監督、あのアンジェイ・ワ

イダが激賞している日本の写真家、その肴だけで一緒に二晩は呑めると

ばかりに一気に友人となった。

共通の知己が社長をしている神保町の出版社では、月一ぐらいのペー

スで四五人集まり酒を呑み放談の限りを尽くした。浅草の定点撮影の帰

途はよく根岸の私の寺へ寄るなど、密な付合いとなった。

本誌『浮土』の表紙を依頼したのは、わりと最近のこと。二人で、撮

影を兼ねて、北鎌倉から八幡宮へ山越えし、当時の大本山光明寺御法主、

宮林昭彦台下とこ‘一緒し、晩餐をご馳走になったことなど忘れがたい。

近年、体を壊したが、もともと電話魔なところがあって、入退院の合

間、毎日あるいは日に何度も電話が掛かったりした。それが先月からば

たりと止んだ。

たった一台の、それも標準レンズー個だけのハッセルブラッド。それ

だけで賞を 10個以上は獲っただろう。刊行された写真集は数知れず。

加えて、なかなかの名文家でもあって、岩波からエッセイ集も出た。い

つも諷々として、山形は寒河江訛の言説で、ひとを笑わせ煙に巻くのが

得意だった。

嗚呼、寂しいです鬼海さん。さようなら鬼海ざん。

でもまあ、 しばらく待っていてください。いずれ近いうちに追いかけ

ます。むこうでまた呑みましょう。

本誌編集部 佐山哲郎

きかい・ひろお 1945年山形県寒河江市生まれ
法政大学文学部哲学科卒業。山形県職員を辞して、トラッ

ク運転手、造船所工員、遠洋マグロ漁船乗組員など様々

な職業を経て写真家に。
APA賞特選、日本写真協会新人賞、伊奈信男賞、「写真の
会」賞、写真集「PERSONA」で第23回土門拳賞受賞。



工藤量導

日
々
を
数
え
る
所
作

何
回
だ
っ
て
や
り
直
す

悲
し
み
な
ん
て
川
に
捨
て
る

本
当
は
内
ポ
ケ
ッ
ト
に
仕
舞
っ
た
ま
ま
た

仕
様
が
無
い
か
ら
連
れ
て
歩
く

凸
凰

/
1
や

（
つ
＞
ー

D
f
万

徹

夙

（
イ
ー
ス
タ
ン
ユ
ー
ス
「
矯
正
視
力
o
·
6
」
よ
り
）

吹

動



連載 第20 回

「
も
う
い
く
つ
寝
る
と
P

」
で
始
ま
る
あ
の
童
謡
の
よ
う
に
、
幼
い
頃
は
、
待

ち
わ
び
た
イ
ベ
ン
ト
当
日
を
指
折
り
楽
し
み
に
数
え
過
ご
し
た
も
の
だ
。
そ
れ

が
こ
の
頃
は
と
い
う
と
、
日
々
を
数
え
る
機
会
が
「
あ
と
何
日
残
っ
て
い
る
か

さ
い
な

な
：
」
と
い
う
焦
り
と
苦
心
に
苛
ま
れ
た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ば
か
り
。

そ
う
、
締
切
り
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
し
つ
か
り
守
り
通
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

区
切
り
な
ら
ぬ
「
苦
切
り
」
の
解
放
感
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
る
け
れ
ど
、
油

断
し
て
い
る
と
新
た
な
締
切
り
が
容
赦
な
く
迫
っ
て
く
る
。
こ
の
原
稿
を
書
い

て
い
る
今
も
ま
さ
に
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
を
数
え
る
日
々
の
真
っ
只
中
だ
。

イ
タ
リ
ア
の
小
説
家
パ
オ
ロ
・
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
氏
は
「
日
々
を
数
え
る
」
（
『
コ

ロ
ナ
の
時
代
の
僕
ら
』
収
録
）
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
で
、
旧
約
聖
書
の
詩
絹
に
あ

る
「
わ
れ
ら
に
お
の
が
日
を
数
え
る
こ
と
を
教
え
て
、
知
恵
の
心
を
得
さ
せ
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
聖
旬
を
あ
げ
て
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

感
染
症
の
流
行
中
は
誰
も
が
色
々
な
も
の
を
数
え
て
ば
か
り
い
る
（
中
略
）

僕
た
ち
は
感
染
者
と
回
復
者
を
数
え
、
死
者
を
数
え
、
入
院
者
と
学
校
に

行
け
な
か
っ
た
朝
を
数
え
、
株
価
の
暴
落
で
失
わ
れ
た
莫
大
な
金
額
を
数

え
、
マ
ス
ク
の
販
売
枚
数
を
数
え
、
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
結
果
が
出
る
ま
で

の
残
り
時
間
を
数
え
、
集
団
感
染
発
生
地
か
ら
の
距
離
を
数
え
、
キ
ャ
ン

セ
ル
さ
れ
た
ホ
テ
ル
の
部
屋
数
を
数
え
、
自
分
と
関
係
の
あ
る
人
々
を
数

え
、
自
分
が
あ
き
ら
め
た
物
事
を
数
え
る
。
そ
し
て
ひ
と
つ
、
幾
度
も
幾
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度
も
、
何
よ
り
も
繰
り
返
し
数
え
る
日
数
が
あ
る
。
危
機
が
過
ぎ
去
る
ま

で
に
い
っ
た
い
あ
と
何
日
あ
る
の
か
、
だ
。

わ
ず
か
数
ヶ
月
前
の
緊
張
に
満
ち
た
あ
の
日
々
の
空
気
感
を
、
「
数
え
る
」

と
い
う
ご
く
当
た
り
前
の
日
常
的
な
題
材
で
切
り
取
っ
た
名
文
だ
。
続
け
て
、

で
も
、
僕
は
こ
ん
な
風
に
思
う
。
詩
編
は
み
ん
な
に
そ
れ
と
は
別
の
数
を

数
え
る
よ
う
に
勧
め
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
ら
に
お
の
が

日
を
数
え
る
こ
と
を
教
え
て
、
日
々
を
価
値
あ
る
も
の
に
さ
せ
て
く
だ
さ

ぃ
ー
あ
れ
は
そ
う
い
う
祈
り
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
中
略
）
日
々

を
数
え
、
知
恵
の
心
を
得
よ
う
。
こ
の
大
き
な
苦
し
み
が
無
意
味
に
過
ぎ

去
る
こ
と
を
許
し
て
は
い
け
な
い
。

と
い
う
。
苦
痛
な
日
々
を
数
え
過
ご
す
こ
と
を
、
可
能
な
か
ぎ
り
意
義
あ
る
も

の
に
転
化
し
よ
う
と
い
う
強
い
意
志
。
そ
こ
に
は
神
に
与
え
ら
れ
た
試
練
を
乗

り
越
え
ん
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
と
い
う
土
壌
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
と
も

あ
れ
「
日
々
を
数
え
、
知
恵
を
得
る
」
と
い
う
訓
戒
が
心
を
ゆ
さ
ぶ
る
。

他
方
、
仏
教
的
な
文
脈
で
考
え
て
み
る
と
、
人
生
と
は
生
老
病
死
の
苦
そ
の

も
の
で
あ
り
、
煩
悩
を
断
尽
し
て
こ
そ
「
智
慧
」
が
得
ら
れ
る
。
敬
虔
な
仏
教

徒
と
し
て
は
本
来
、
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
を
延
々
と
繰
り
返
し
た
輪
廻

無
窮
の
時
間
と
重
ね
た
罪
業
の
計
り
知
れ
な
い
量
を
ひ
た
す
ら
に
数
え
あ
げ

て
、
そ
の
事
実
と
真
摯
に
向
き
合
い
、
身
を
浄
め
、
心
を
定
め
て
、
智
慧
を
つ
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徴風吹動

か
み
取
り
、
日
々
を
意
義
あ
る
も
の
へ
昇
華
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
大
上
段
に
構
え
て
考
え
を
馳
せ
て
み
る
と
、
そ
の
途
方
も
な
さ
に
つ
い
怖

れ
お
の
の
い
て
し
ま
う
。
割
り
切
れ
な
い
喜
怒
哀
楽
の
感
情
と
捨
て
切
れ
な
い

執
着
心
が
渦
巻
く
私
の
よ
う
な
方
向
音
痴
で
は
、
き
っ
と
進
む
べ
き
方
向
に
迷

い
、
歩
み
始
め
る
勇
気
さ
え
見
失
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
も
う
少
し
ス
ケ
ー
ル

ダ
ウ
ン
し
、
自
身
の
弱
さ
や
情
け
な
さ
と
共
に
生
き
る
道
も
必
要
な
の
だ
。

そ
う
し
て
私
た
ち
が
日
々
を
小
さ
く
仕
切
り
直
し
、
前
を
向
き
、
踏
み
出
せ

る
よ
う
に
あ
み
だ
し
て
頂
い
た
所
作
が
、
掌
を
合
わ
せ
、
祈
り
を
込
め
て
仏
の

み
名
を
十
回
数
え
る
「
十
念
」
で
は
な
い
か
と
思
う
。
失
敗
し
、
や
り
直
す
こ

と
を
大
前
提
と
し
て
日
々
に
何
度
も
悔
い
数
え
、
い
つ
か
は
今
世
・
来
世
の
区

切
り
を
つ
か
さ
ど
っ
て
悲
し
み
に
寄
り
添
う
、
光
と
命
に
祝
福
さ
れ
た
聖
な
る

反
復
句
で
あ
る
。
仏
は
数
限
り
な
い
懺
悔
の
呼
び
か
け
に
応
答
を
重
ね
、
苦
悪

を
瞬
く
間
に
断
切
し
、
智
慧
の
道
を
ま
っ
す
ぐ
に
歩
ま
せ
て
く
れ
る
の
だ
。

「
何
回
だ
っ
て
数
え
直
す
」
。
十
を
数
え
る
あ
の
瞬
間
、
あ
な
た
は
何
を
考
え

る
だ
ろ
う
か
。
私
も
振
り
切
っ
た
は
ず
の
後
悔
の
念
が
ま
だ
ポ
ケ
ッ
ト
内
に
幾

ば
く
か
仕
舞
わ
れ
た
ま
ま
だ
。
そ
れ
で
も
良
い
、
前
に
進
め
よ
、
と
背
を
押
し

て
く
れ
て
い
る
気
が
す
る
。
つ
い
に
苦
切
り
の
時
限
が
や
っ
て
き
た
の
だ
。

往
生
？
い
や
い
や
人
生
の
締
切
り
は
も
う
少
し
先
。
ひ
と
ま
ず
脱
稿
、
す
な
わ

ち
諦
め
を
祈
る
カ
ウ
ン
ト
テ
ン
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ
だ
。
合
掌
十
念
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江戸のJII を歩く

〈
舟
運
が
必
要
な
理
由
〉

こ
こ
に
お
も
し
ろ
い
デ
ー
タ
が
あ
る
。
江
戸
の
人
々
が

食
べ
る
米
の
量
を
年
間
平
均
約
一
石
（
二
俵
半
）
と
す
る

と
、
百
万
人
の
胃
袋
を
購
う
に
は
四
十
万
俵
の
米
を
江
戸

に
輸
送
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
膨
大
な
量
の
米
を

運
ぶ
た
め
に
は
、
馬
で
輸
送
し
た
ら
二
十
万
頭
、
大
八
車

だ
っ
た
ら
六
万
七
千
台
を
要
す
る
。
し
か
し
、
馬
の
輸
送

は
荷
崩
れ
が
起
き
や
す
く
手
間
が
か
か
り
、
大
八
車
は
農

家
の
転
出
を
防
ぐ
た
め
目
を
光
ら
せ
て
い
る
藩
が
多
い
。

し
か
も
、
主
食
の
米
は
秋
の
収
穫
か
ら
数
ヶ
月
以
内
に
江

戸
に
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
別
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
一
度
の
積
載
量
は
、
馬

二
俵
、
大
八
車
六
俵
に
対
し
て
川
船
は
小
舟
で
も
四
十
五

俵
、
中
船
だ
と
二
百
俵
、
大
船
だ
と
三
百
五
十
俵
も
運
べ

る
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
も
っ
て
す
れ
ば
江
戸
百
万
都
市

を
醸
成
す
る
た
め
に
は
、
河
川
の
舟
運
流
通
が
不
可
欠
の

要
素
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

家
康
は
大
江
戸
造
り
の
根
本
を
舟
連
路
の
開
発
、
整
備
、

3

江
戸
百
万
都
市
を
醸
成
し
た
舟
運

河
川
の
全
面
利
用
に
置
い
た
。
以
後
、
彼
は
全
国
の
大
名

に
も
領
地
で
の
河
川
舟
運
工
事
の
整
備
を
命
じ
て
い
る
の

で
あ
る
。

〈
江
戸
の
舟
運
の
実
態
〉

川
の
水
深
に
よ
っ
て
積
載
量
は
異
な
る
。
例
え
ば
利
根

川
に
浮
か
ぶ
大
船
は
千
二
百
俵
も
積
み
込
む
こ
と
が
で
き

た
。
川
は
一
般
に
上
流
に
な
る
と
水
深
が
浅
く
な
る
。
そ

の
た
め
荷
を
小
舟
に
積
み
替
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

川
舟
は
概
し
て
浅
瀬
で
も
喫
水
が
浅
く
船
底
が
平
ら
な
細

長
い
舟
と
な
っ
て
い
る
。
高
瀬
舟
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
。

ま
た
大
船
の
場
合
、
浅
瀬
に
来
る
と
荷
を
小
舟
に
小
分
け

し
て
軽
く
し
、
喫
水
を
あ
げ
る
な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
同
じ
河
川
を
各
種
タ
イ
プ
の
舟
が
乗
り
継
ぎ

で
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
順
風
の
時
に
は
帆
柱
を
立
て
、
逆
風
の
場
合
に

は
河
川
沿
岸
の
土
手
よ
り
長
い
網
を
持
っ
て
曳
く
、
い
わ

ゆ
る
曳
舟
も
あ
ち
こ
ち
の
川
で
見
ら
れ
た
。
舟
運
に
は
こ

の
よ
う
に
川
の
水
深
次
第
で
舟
の
乗
り
換
え
、
積
み
替
え

が
必
要
と
な
る
。
し
か
し
、
陸
上
輸
送
に
比
べ
れ
ば
は
る

か
に
経
済
的
で
効
率
よ
く
安
全
な
た
め
、
河
川
舟
運
は
飛
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〈
川
の
駅
、
河
岸
が
町
を
作
る
〉

し
ゥ
う
う
ん
ろ

河
川
舟
運
路
に
は
次
第
に
物
流
施
設
が
で
き
て
い
く
。

つ
ま
り
、
河
岸
で
あ
る
。
こ
れ
は
今
日
の
鉄
道
駅
の
よ
う

な
も
の
で
、
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
の
場
だ
。
や
が
て
こ
こ

に
大
小
様
々
な
舟
を
手
配
、
管
理
す
る
舟
問
屋
が
で
き
る
。

船
持
人
、
船
頭
、
荷
積
み
、
荷
揚
げ
を
す
る
小
揚
、
軽
子

な
ど
の
人
足
な
ど
が
集
ま
る
。

そ
し
て
物
資
を
大
量
保
管
す
る
蔵
が
立
ち
並
ぶ
。
特
に

有
力
藩
と
も
な
れ
ば
、
江
戸
に
米
を
運
ぶ
場
合
、
一
旦
途

中
の
蔵
に
保
管
し
て
お
き
、
必
要
に
応
じ
て
江
戸
に
舟
運

す
る
た
め
中
継
基
地
を
要
す
る
。
そ
し
て
荷
物
を
商
取
引

す
る
問
屋
が
で
き
る
。
店
が
建
ち
並
び
人
が
集
ま
り
次
第

に
商
圏
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
る
。

河
岸
は
地
理
的
に
は
舟
の
積
み
替
え
を
要
す
る
、
本
流
、

支
流
の
分
岐
点
や
陸
上
交
通
と
の
接
点
、
つ
ま
り
街
道
筋

と
の
交
接
点
に
多
く
誕
生
す
る
。

4
 
物
流
施
設
、

河
岸
の
発
展

躍
的
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

1 図 1 利根川水系の河岸 I
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江戸の川を歩く

〈
主
要
河
川
の
河
岸
分
布
〉

一
、
利
根
川
水
系

利
根
川
の
東
遷
。
渡
良
瀬
川
、
鬼
怒
川
の
利
根
川
へ
の

せ
き
や
ど

合
流
、
関
宿
か
ら
行
徳
に
い
た
る
江
戸
川
の
開
通
…
…
、

こ
れ
に
よ
っ
て
江
戸
へ
の
舟
運
ル
ー
ト
が
完
成
。
利
根
川

自
体
、
高
崎
か
ら
銚
子
に
至
る
ま
で
に
二
十
九
も
の
河
岸

が
で
き
る
。
下
流
で
は
布
施
、
取
手
、
佐
原
、
笹
川
、
ど

れ
も
が
地
方
の
物
産
を
集
積
し
江
戸
に
運
ぶ
た
め
に
必
要

な
基
地
。
江
戸
に
行
く
荷
は
基
本
的
に
江
戸
川
を
下
る
。

分
岐
点
に
あ
る
関
宿
と
向
か
い
の
境
河
岸
は
重
要
な
河
岸

と
な
る
。
荷
物
は
江
戸
川
を
下
っ
て
行
徳
か
ら
小
名
木
川

を
西
に
。
さ
ら
に
隅
田
川
を
渡
り
日
本
橋
川
経
由
で
江
戸

城
中
枢
部
に
運
ば
れ
る
。

二
、
渡
良
瀬
川
、
鬼
怒
川
の
河
岸

渡
良
瀬
川
の
河
岸
は
上
流
の
猿
田
か
ら
利
根
川
に
入
る

う
ず
ま
が
わ
ぉ
し
い
が
わ

ま
で
五
つ
あ
る
。
途
中
、
巴
波
川
、
恩
川
が
合
流
す
る
が
、

こ
れ
ら
の
川
に
六
河
岸
。
渡
良
瀬
川
の
東
を
流
れ
る
鬼
怒

川
に
は
上
流
に
あ
る
有
名
な
阿
久
津
河
岸
か
ら
利
根
川
に

至
る
ま
で
九
つ
の
河
岸
が
誕
生
し
繁
栄
し
た
。

三
、
霞
ヶ
浦
舟
運

霞
ヶ
浦
、
北
浦
の
広
大
な
湖
は
舟
運
航
路
と
し
て
も
活

な
か
み
な
と
ひ
ぬ
ま
が
わ

用
さ
れ
た
。
例
え
ば
水
戸
藩
は
那
珂
湊
か
ら
涸
沼
川
を
下

り
、
一
度
は
陸
上
輸
送
に
な
る
が
す
ぐ
に
霞
ヶ
浦
舟
運
を

使
い
南
に
下
っ
て
、
常
陸
利
根
川
経
由
で
利
根
川
本
流
に

繋
げ
て
輸
送
。
途
中
、
河
岸
と
し
て
栄
え
た
潮
来
に
は
各

藩
の
蔵
が
並
ぶ
。
ま
た
、
海
の
東
回
路
が
開
発
さ
れ
て
か

ら
は
銚
子
湊
か
ら
入
る
利
根
川
利
用
も
増
え
た
。

関
東
、
東
北
か
ら
江
戸
へ
の
主
な
下
り
物
に
は
、
米
、

大
豆
、
青
苧
（
高
級
織
物
の
糸
）
、
紅
花
、
紙
、
煙
草
、
蝋
、

木
綿
、
醤
油
、
酒
、
蓮
根
、
水
油
、
油
粕
、
石
炭
、
大
麦
、

麻
、
板
、
砥
石
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。
逆
に
上
り
物
に
は

加
工
製
品
が
多
い
。

四
、
中
川
の
舟

隅
田
川
と
江
戸
川
の
中
間
を
流
れ
る
中
川
も
重
要
な
舟

運
路
で
あ
っ
た
。
広
重
が
描
く
「
中
川
番
所
」
の
絵
に
材

木
の
筏
組
を
巧
み
に
操
る
筏
師
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

材
木
は
深
川
の
木
場
に
直
送
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
中
川
に

は
綾
瀬
川
、
元
荒
川
が
合
流
し
て
く
る
の
で
、
材
木
、
農

産
物
な
ど
の
地
域
運
搬
が
活
況
を
呈
す
。
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五
、
荒
川
の
舟
運

荒
川
が
西
遷
さ
れ
秩
父
の
山
間
部
か
ら
、
長
瀞
、
寄
居

を
通
過
。
熊
谷
か
ら
江
戸
湾
に
向
か
っ
て
南
下
。
途
中
、

こ
ま
が
わ

高
麗
川
と
新
河
岸
川
が
加
わ
り
隅
田
川
に
直
結
す
る
よ
う

に
な
る
と
水
量
も
増
し
、
江
戸
へ
の
重
要
な
舟
運
路
と

な
っ
た
。
結
果
、
荒
川
に
は
川
口
、
千
住
、
浅
草
に
至
る

ま
で
多
数
の
河
岸
が
誕
生
す
る
。
荒
川
舟
運
で
江
戸
へ
送

ら
れ
る
物
資
は
、
米
、
炭
、
味
噌
、
醤
油
、
薪
、
小
麦
粉

な
ど
農
産
物
が
多
い
が
、
「
木
ノ
川
」
と
呼
ば
れ
る
く
ら

い
木
材
が
運
ば
れ
た
。
奥
秩
父
の
山
林
か
ら
杉
や
松
、
高

麗
川
か
ら
は
杉
、
檜
。
こ
れ
を
筏
に
組
み
立
て
て
流
す
、

い
わ
ゆ
る
筏
流
し
で
江
戸
に
輸
送
。
河
岸
が
沢
山
で
き
物

資
の
取
引
が
活
発
に
な
る
と
、
地
方
の
特
産
物
生
産
も
活

発
化
す
る
。
秩
父
の
絹
織
物
、
狭
山
の
茶
。
平
賀
源
内
も

筏
流
し
や
薪
炭
の
荒
川
舟
運
路
開
発
に
貢
献
し
て
い
る
。

六
、
新
河
岸
川
舟
運

川
越
藩
領
主
は
松
平
信
綱
（
知
恵
伊
豆
と
称
さ
れ
る
）

で
あ
る
か
ら
、
川
越
と
江
戸
を
結
ぶ
新
河
岸
川
舟
運
に
カ

を
入
れ
た
。
こ
の
た
め
川
越
の
仙
波
河
岸
か
ら
和
光
の
新

倉
河
岸
ま
で
び
っ
し
り
河
岸
が
並
ぶ
。
川
の
両
側
に
は
蔵

が
建
ち
並
び
、
米
、
麦
、
さ
つ
ま
い
も
な
ど
の
農
産
物
が

江
戸
に
送
ら
れ
た
。

七
、
多
摩
川
の
筏
流
し

奥
多
摩
、
檜
原
村
の
豊
富
な
檜
、
杉
は
多
摩
川
源
流
に

鉄
砲
堰
を
造
っ
て
押
し
流
し
、
青
梅
で
筏
に
組
ま
れ
、
筏

師
の
さ
ば
き
で
多
摩
川
の
流
れ
に
乗
っ
て
羽
田
ま
で
運
ば

れ
た
。

〈
江
戸
中
枢
部
の
河
岸
〉

舟
運
路
を
織
り
込
み
済
み
で
江
戸
湾
に
向
か
っ
て
計
画

的
に
埋
め
立
て
造
成
し
て
い
っ
た
江
戸
の
中
枢
部
に
は
河

岸
が
集
中
し
て
お
り
、
主
な
河
岸
だ
け
で
も
七
十
三
カ
所

に
及
ぶ
。
河
川
か
ら
、
海
か
ら
や
っ
て
き
た
物
資
は
大
型

船
か
ら
中
型
、
小
舟
に
分
け
ら
れ
入
り
込
ん
だ
運
河
の
あ

ち
こ
ち
に
あ
る
河
岸
か
ら
陸
揚
げ
さ
れ
た
。

隅
田
川
河
口
か
ら
豊
洲
橋
を
潜
っ
て
日
本
橋
川
に
入
る

と
す
ぐ
新
堀
河
岸
。
続
い
て
行
徳
河
岸
（
塩
な
ど
行
徳
か

ら
の
物
資
扱
い
）
、
茅
場
河
岸
と
続
き
、
そ
の
先
は
掘
留

に
向
け
て
米
河
岸
。
左
折
し
て
楓
川
を
行
け
ば
江
戸
初
期

の
材
木
集
積
地
と
な
っ
た
材
木
河
岸
。
さ
ら
に
ま
っ
す
ぐ

行
け
ば
日
本
橋
の
魚
河
岸
。
そ
の
向
か
い
は
蔵
が
建
ち
並
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図 2江戸湊の河岸 l

1
,
1
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、
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• 

• 
、
.
，
•

f

．
入i
E十
八
年
当
時
の
加
作
線

〇鎌倉河岸 e四日市河岸
〇小舟河岸〇本材木町河岸
〇東方河岸〇鎧河岸
〇米河岸 ®行徳河岸
〇魚河岸 〇竹河岸
〇末広河岸〇金杉河岸

□江戸期の埋立 ●河岸

図 2: 江戸中枢部、江戸湊の河岸：七十三カ所にも及ぶ。：出典：鈴木理生「江
戸・東京の川と水辺の事典」柏曇房
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5
 

ぶ
四
日
市
河
岸
。
先
に
進
ん
で
外
堀
に
行
け
ば
鎌
倉
河
岸
。

鎌
倉
河
岸
は
江
戸
城
建
設
の
石
材
を
鎌
倉
か
ら
運
ん
だ
た

め
に
つ
い
た
名
。
京
橋
川
に
入
る
と
竹
が
立
ち
並
ぶ
竹
河

岸
。
隅
田
川
か
ら
神
田
川
に
向
か
っ
て
浜
町
川
を
行
け
ば

浜
町
河
岸
。
神
田
川
の
両
側
は
お
茶
の
水
を
越
え
て
も
河

岸
だ
ら
け
で
あ
る
。
道
三
堀
か
ら
内
堀
に
行
け
ば
八
代
州

河
岸
（
八
重
洲
）
。
三
十
間
川
汐
留
橋
か
ら
幸
い
橋
に
行

け
ば
芝
口
河
岸
。
古
川
か
ら
入
れ
ば
金
杉
河
岸
を
始
め
、

ず
ら
り
と
河
岸
が
並
ぶ
。

大
阪
S

江
戸
の
海
運

〈
江
戸
へ
下
る
酒
〉

大
阪
か
ら
江
戸
に
送
り
込
ま
れ
る
生
活
物
資
量
（
木
綿
、

油
、
酒
、
酢
、
湯
浅
醤
油
な
ど
）
は
膨
大
で
あ
っ
た
。
活

躍
し
た
の
は
、
荷
物
が
落
ち
ぬ
よ
う
に
船
の
両
側
に
菱
形

ひ
が
き

の
垣
を
立
て
た
大
型
の
菱
垣
廻
船
。
元
禄
の
頃
に
は
千
二

百
＼
千
三
百
隻
が
就
航
。
隅
田
川
河
口
沖
に
停
泊
し
荷
物

を
中
船
、
小
舟
に
分
け
た
。

菱
垣
廻
船
は
一
隻
分
の
荷
を
広
範
囲
か
ら
集
め
る
の
で

江戸名所図会：新川酒問屋：当時の河岸の様子がよく分かる。

時
間
が
か
か
る
た
め
、
足
の
早
い
酒
や
醤
油
専
用
の
船
が

で
き
る
。
そ
れ
が
椿
廻
船
。
日
本
橋
川
下
の
新
川
沖
に
停

泊
。
新
川
の
新
堀
河
岸
、
稲
荷
河
岸
に
は
酒
問
屋
が
集
中
。

こ
こ
か
ら
江
戸
各
所
に
舟
運
さ
れ
た
。
新
川
地
区
は
下
り

酒
が
届
く
と
お
祭
り
騒
ぎ
で
あ
っ
た
。
（
了
）
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鴫疇
窓ぷも峠緯
が正ぢ邑パ 3 ぅ

か
ま
ち
よ
し
ろ
う
先
生
作
新
聞
四
コ
マ
漫
画
『
コ
ン
ち
ゃ
ん
』
が
各
地
方
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
京
都
新
聞
・
静
岡
新
聞
・
山
梨
日
日
新
聞
・
北

日
本
新
聞
•
福
島
民
報
・
宮
崎
日
日
新
聞
•
新
日
本
海
新
聞
・
神
戸
新
聞
・
岐
阜
新
聞
・
中
国
新
聞
•
四
国
新
聞
・
徳
島
新
聞
）

\ ノ
ー

f

9‘

— 

T
い
后
こ
3

ぉ
ば
あ
互
ピ
ば

こ

6

本
r

紅
し
た
ず
j



編集後記

雑誌『浄土』
特別、維持、賛助会員の方々

飯田実雄（駒ヶ根・安楽寺）
巌谷勝正（目黒・祐天寺）
魚尾孝久（三島・願成寺）
加藤昌康（下北沢・森巌寺）
粂原恒久（川越・蓮馨寺）
粂原勇慈（甲府・瑞泉寺）
佐藤孝雄（鎌倉・高徳院）
佐藤久雄（品川・願行寺）
佐藤良純（小石川・光囮I寺）
東海林良昌（塩釜・雲上寺）
河本悠大（函館・称名寺）
高口恭典（大阪・一心寺）
中島真成（青山・梅窓院）
中村康雅（消水・実相寺）
中村瑞貴（仙台・愚鈍院）
成田昌憲（世田谷・大吉寺）
野上智徳（静岡・宝台院）
藤田得三（鴻巣．勝顧寺）
堀田卓文（静岡・華陽院）
本多将敬（両国・回向院）
松濤泰彦（芝·費松院）
水科善隆（長野・寃殷寺）
（敬称略·五十音順）

2
0
0
3

年
6
月
号
か
ら

1
7
6

回
、

1
8年

続
い
た
四
コ
マ
漫
画
「
さ
っ
ち
ゃ
ん
は
ネ
ッ
」
、

そ
し
て
2
0
0
8

年
1

月
号
か
ら
1
1
2

回
、

1
2
年
続
い
た
前
田
和
男
氏
の
「
小
説
快
僧
渡

辺
悔
旭
壺
中
に
月
を
求
め
て
」
が
今
月
号
で

最
終
回
を
迎
え
る
。

”
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
テ
ー
マ
で
始
ま
っ
た
か
ま

ち
氏
の
四
コ
マ
漫
画
は
ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る
頁

に
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
初
期
を
生
き
た
渡
辺

海
旭
師
、
師
を
取
り
巻
く
人
々
や
時
代
背
景
が

目
に
浮
か
ぶ
前
田
氏
の
連
載
は
芝
学
園
出
身
の

皆
様
に
は
魅
力
あ
る
小
説
風
評
伝
の
頁
に
な
っ

た
に
違
い
な
い
。
2
0
1
1

年
に
は
『
紫
雲
の
人
、

渡
辺
洵
旭
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
両
氏
に
編

集
部
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
森
消
鑑
氏
の
「
江
戸
の
川
を
歩
く
」
、

こ
ち
ら
も
連
載

4
0回
と
総
集
編
（
前
後
）
で
幕

を
閉
じ
る
が
、
新
年
号
か
ら
は
江
戸
か
ら
伸
び

る
五
街
道
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
た
新
連
載
が
始

ま
る
。
こ
ち
ら
も
切
り
口
は
江
戸
の
川
同
様
「
家

康
の
築
い
た
江
戸
」
で
あ
る
。

「
ぶ
つ
ぶ
つ
放
談
」
はI
T

シ
リ
ー
ズ
の
3
回

目
で
若
手
僧
侶
が
登
場
す
る
。
「
ぶ
っ
ち
ゃ
け

寺
」
な
ど
関
東
の

T
V

で
は
お
馴
染
み
の
井
上

広
法
師
。
そ
し
て
も
う
ひ
と
方
は
信
州
大
学
大

学
院
出
身
で
（
株
）
リ
コ
ー
に
勤
務
さ
れ
て
い

た
理
系
僧
侶
、
小
路
竜
嗣
師
だ
。

I
T

と
か
Z

O
O
M

と
聞
く
だ
け
で
思
考
が
停
止
し
が
ち
だ

が
、
お
二
人
の
話
を
聞
い
て
、
と
て
も
身
近
な

も
の
で
あ
る
と
気
付
か
さ
れ
た
。

ホームページ jodo.ne.jp/ 

メールアドレス hounen@jodo.ne.jp 

編
集
長

編
躾
部
員

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
新
年
を
迎
え
る
。
来
年
が

最
初
で
最
後
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
正
月
と
な
る
こ

と
を
、
そ
し
て
読
者
の
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
、
3

度
目
の
編
集
後
記
と
さ
せ
て
い

た
だ
く
。
（
村
田
）

村
田
洋
一

斎
藤
晃
道

佐
山
哲
郎

青
木
照
憲

平
井
泰
代
子

本
原
尭
道

浄
土
卒
六
巻
十
二
月
号
應
価
六
百
円

年
会
t
r六
千
円
ー

昭
和
十
年
五
月
―

-
+
H
第
三
種
郵
便
物
認
可

印
刷
令
和
二
年
十
一
月
二
十

E
l

発
行
令
利
二
年
十
二
月
一

H

発
行
人
佐
藤
良
純

編
集
人
長
谷
川
岱
潤

印
刷
所
ー
株
式
会
社
暁
印
刷

〒

1
0
五
‘
0
0
1

―

東
京
都
沿
区
芝
公
園
四
＇
七
四
明
照
会
館
叫
階

発
行
所
法
然
上
人
鑽
仰
会

屯
話

0
三
（
三
五
七
八
）
六
九
四
七

F
A
X
O
i
二
（
三
五
七
八
）
七0
三
六

振
月
。
8

―
八O
'
八
＇
八
ニ
―
八
ヒ
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写仏、写経、写詠歌のこ案内
1 A4版の奉書の手本に筆ペンで直接なぞります。

2』写仏の仏画は仏師（前田昌宏師）のオリジナル。

3 写経は浄土宗H常勤行式です。

4 写詠歌は法然上人四季の利歌と宗歌「月かげ」他。

甲し込み日 年 月 日

お名前 1固人

寺院 教区 組 寺•院

お電話

こ住所 〒

写仏 (6枚 1 組入り） 頒1iffi:2,000円 セット

※ 3 組 5,000円、 10組 18,000円他割引きあります。

写経(12枚5組入り）頒iiffi:6,000円 セット

、4;.ヽ 、.-

寺院番号

※寺院名（ ）入れる（無料） 寺院名 ( ）入れない

※三奉請（関東）と四奉請（関西）をお選び下さい。（ ）三奉請（ ）四奉請

写詠歌(5枚10組入り）頒iiffi:5,000円 セット

※送料、消費税は頒価に含みます。同封の請求書でお支払い下さい。

※お届けまで 2 週間ほとかかります。

※写仏と写詠歌は 1 組からでも注文できます。詳細はお問い合わせ下さい。

《お申し込みは本頁をコピー、ご記入の上、当会へご注文下さい》

法然上人鑽仰会

〒 105-0011 東京都港区芝公園4-7-4 明照会館4階

FAX : 03 3578 7036 Mail : hounen@jodo.ne.jp 

TEL : 03 3578 694 7 
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発
行
人
／
佐
藤
良
純
囚
梨
長
／
村
田
洋
一

‘’i会オリジナルの「‘,;シリーズ」に

,, f.仏が新芍場。ゆっくりした時I:il0)な

か、ごITむで仏さまや法然 l：人のお姿

をなぞって心を通わせましょう。

-----------一―――

疫
病
退
散
を
願
い

仏
さ

写
し
ま
し
ょ
う

【写仏】 6枚 1 セット

阿弥陀如来

観音菩薩

勢至菩薩

薬師如来

地蔵菩薩

法然上人

ま

を

令9
督
·

籟
t“t 

※ 

お申し込みは
裏面へ

法然上人鑽仰会
〒 105-0011 束以部泡区芝公園 4-7-4 Iリ l照会館 411杵

お間い合わせは FAX またはメールでおl)禎い致します。

FAX : 03 3578 7036 Mail : houncn@jodo.ne.jp 

TEL : 03 3578 694 7 
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